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 第２次鶴ヶ島市地域福祉計画・鶴ヶ島市社会福祉協議会地域福祉活動計画 

  （期間：平成２９年度～令和３年度） 

 

 社会福祉協議会では、市が平成１９年に策定した鶴ヶ島市地域福祉計画の計画期

間満了に伴い、地域福祉における現状及び課題を把握し、より効果的な地域福祉の

展開を図るために、「第２次鶴ヶ島市地域福祉計画・鶴ヶ島市社会福祉協議会地域福

祉活動計画」を市と社会福祉協議会で協働して策定しました。この計画では、支援

を必要とする人を地域全体で支援する体制づくりを通じて、誰もが、安心して、い

きいきと暮らせるまちづくりを進めます。 

 

基本理念 

 誰もが 安心して いきいきと暮らせるまちをつくります 

 ～鶴ヶ島の地域包括支援体制の構築を目指して～ 

 

基本目標１ 地域のふれあいで支え合いの仕組みをつくろう 

（１）見守り、受け止めるシステムづくり 

   支援を必要とする人への理解や見守り活動を広め、市民相互の相談や専門相 

  談機能の充実を図り、支援を必要とする人への支援につなげるシステムを推進 

  します。 

（２）ふれあい、交流のシステムづくり 

   市民活動団体や事業所等が行うふれあい・交流の活動、サロンづくりを促進 

  します。また、障がい者と市民の交流を推進します。 

（３）市民の支え合いのシステムづくり 

   市民や市民活動団体等が主体的に地域での活動に参加できる仕組みづくりを 

  推進します。また、市民が参加して、支援を必要とする人を支え・助けるシス 

  テムをつくります。 

（４）市民と多様な団体との支え合いのシステムづくり 

   ボランティア、市民活動団体、福祉事業者、自治会、地域支え合い協議会等 

  が、企業や商店街、学校等と地域課題を解決するための協働を促進し、支え合 

  いのシステムを構築します。 

 

基本目標２ 支え合いの仕組みで安心できる地域をつくろう 

（１）災害時に備えた支援のシステムづくり 

   地域支え合い協議会等と連携しながら、防災・減災活動の意識を醸成し、災 

  害時の支援体制を整備します。 

（２）生活困窮者の支援のシステムづくり 

   経済的困窮や社会的孤立（ひきこもり等）などの生活のしづらさのある人 
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  が、地域でその人らしく暮らし続けられるよう、生活困窮者自立支援法に基づ 

  く支援の体制づくりを市と協働し、進めます。 

  地域にある多様な事業・活動と連携し、法や制度の狭間の課題を解決する仕組 

  みづくりやその支援に取り組みます。 

（３）社会的孤立を防止するシステムづくり 

   社会的孤立をつくらないことを意識して、市民、専門職がそれぞれの立場 

  で、見守り・支え合うための相談機能を充実します。 

（４）高齢者の地域包括ケアシステムづくり 

   これからの超高齢社会の中で、だれもが住み慣れた地域で暮らし続けられる 

  ように、支援を必要とする人と専門職や事業所をつなぐコーディネートの仕組 

  みをつくり、地域包括ケアシステムの構築を市と共に推進します。 

（５）権利擁護のシステムづくり 

   加齢や障がい、病気などにより、判断能力が不十分な人に対し、尊厳を持ち 

  ながら、自分らしい生活をしていくための成年後見制度などの利用援助や権利 

  擁護支援のための相談を行います。 

 

基本目標３ 安心できる地域でいきいき暮らせるまちをつくろう 

（１）健康・生きがいを培うシステムづくり 

   自己実現を図り、いきいきと暮らすために、ボランティアや市民活動等にか 

  かわる機会を増やし、その活動を支援します。また、地域活動や就労などを支 

  援します。 

（２）社会参加を促すシステムづくり 

   社会参加を促すために市民活動団体等の情報を発信し、情報のバリアフリー 

  化に努めます。 

  また、社会参加するための支援が必要な人の参加の機会や手段を確保します。 
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Ⅰ-１ 法人運営事業 

地域福祉の推進を図ることを目的とする社会福祉法人として、住民の参加と協働

による法人経営を推進します。 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）理事会、評議 

  員会の運営 

 地域に開かれた

組織として、市内社

会福祉関係者・事業

所から選出された役

員等により、法人の

業務を審議し、決定

します。 

 ①理事会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）理事会、評議員会の運営 

 ①理事会の開催 

 ア 第１回理事会 

   期日 令和３年４月２８日 

   出席 理事９人、監事２人 

   内容 議案第１号 鶴ヶ島市社会福祉協議会評議員の選任 

            候補者の推薦について 

      議案第２号 令和３年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会 

            福祉協議会第１回評議員選任・解任委 

            員会の招集について 

 イ 第２回理事会 

   期日 令和３年５月１３日 

   出席 理事８人、監事１人 

   内容 議案第１号 鶴ヶ島市社会福祉協議会理事候補者の 

            選定について 

      議案第２号 鶴ヶ島市社会福祉協議会監事候補者の 

            選定について 

      議案第３号 鶴ヶ島市社会福祉協議会評議員選任・ 

            解任委員の選任について 

      議案第４号 令和２年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会 

            福祉協議会事業報告の承認について 

      議案第５号 令和２年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会 

            福祉協議会会計決算の承認について 

      議案第６号 令和３年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会 

            福祉協議会定時評議員会の招集について 

 ウ 第３回理事会 

   期日 令和３年５月２８日 

   出席 理事９人、監事１人 

   内容 議案第１号 鶴ヶ島市社会福祉協議会会長の選任に 

            ついて 

      議案第２号 鶴ヶ島市社会福祉協議会副会長の選任 

            について 

      議案第３号 令和３年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会福 
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            祉協議会第２回評議員選任・解任委員会 

            の招集について 

エ 第４回理事会 

   期日 令和３年１１月１７日 

   出席 理事９人、監事１人 

   内容 報告第１号 鶴ヶ島市国民健康保険運営協議会委員 

            の推薦について 

議案第１号 社会福祉法人鶴ヶ島市社会福祉協議会 

      鶴ヶ島市立障害者生活介護施設福祉・介護 

      職員等特定処遇改善加算支給規程の一部 

      改正について 

議案第２号 令和３年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会 

      福祉協議会会計補正予算（第１号）に 

      ついて 

議案第３号 令和３年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会 

      福祉協議会第２回評議員会の招集につ 

      いて 

オ 第５回理事会 

   期日 令和４年２月２５日 

   出席 理事９人、監事１人 

   内容 議案第１号 令和３年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会 

            福祉協議会会計補正予算（第２号）に 

            ついて 

      議案第２号 令和３年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会 

            福祉協議会第３回評議員会の招集につ 

            いて 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から書面表決に

より実施 

 

カ 第６回理事会 

   期日 令和４年３月２２日 

   出席 理事８人、監事２人 

   内容 議案第１号 社会福祉法人鶴ヶ島市社会福祉協議会 

            鶴ヶ島市立障害者生活介護施設日中一 

            時支援事業運営規程について 

議案第２号 社会福祉法人鶴ヶ島市社会福祉協議会 

      鶴ヶ島市立障害者生活介護施設施設職 
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 ②評議員会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      員手当支給規程について 

議案第３号 社会福祉法人社会福祉協議会経理規程 

      の一部改正について 

議案第４号 令和４年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会 

      福祉協議会事業計画について 

議案第５号 令和４年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会 

      福祉協議会会計予算について 

議案第６号 令和３年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会 

      福祉協議会第４回評議員会の招集につ 

      いて 

 

②評議員会の開催 

 ア 第１回評議員会 

   期日 令和３年５月２８日 

   出席 評議員１５人、監事１人 

   内容 議案第１号 鶴ヶ島市社会福祉協議会理事の選任に 

            ついて 

      議案第２号 鶴ヶ島市社会福祉協議会監事の選任に 

            ついて 

      議案第３号 令和２年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会 

            福祉協議会事業報告の承認について 

      議案第４号 令和２年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会 

            福祉協議会会計決算の承認について 

イ 第２回評議員会 

   期日 令和３年１１月２４日 

   出席 評議員１７人 

   内容 議案第１号 令和３年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会 

福祉協議会会計補正予算（第１号）に 

ついて 

ウ 第３回評議員会 

   期日 令和４年３月７日 

   出席 評議員１９人 

   内容 議案第１号 令和３年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会 

            福祉協議会会計補正予算（第２号）に 

            ついて 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から書面表決に

より実施 
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 ③理事懇談会等の 

  実施 

 令和３年度事業等 

 に関して、理事会 

 等へ進捗状況の報 

 告や懇談の機会を 

 設けます。 

 

 

 

（２）各種委員会 

   の運営 

 ①評議員選任・解 

  任委員会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②役員候補者選考 

  委員会の開催 

 

 

 

 ③苦情解決第三者 

  委員会の開催、 

エ 第４回評議員会 

   期日 令和４年３月３０日 

   出席 評議員１５人 

   内容 議案第１号 令和４年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会 

福祉協議会事業計画について 

議案第２号 令和４年度社会福祉法人鶴ヶ島市社会 

福祉協議会会計予算について 

 

 ③理事懇談会等の実施 

 実施なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）各種委員会の運営 

①評議員選任・解任委員会の開催 

 ア 第１回評議員選任・解任委員会 

   期日 令和３年５月１０日 

   出席 委員４人 

   内容 議案第１号 鶴ヶ島市社会福祉協議会評議員の選任 

            について 

 イ 第２回評議員選任・解任委員会 

   期日 令和３年６月７日 

   出席 委員４人 

   内容 議案第１号 鶴ヶ島市社会福祉協議会評議員選任・ 

            解任委員会委員長の選任について 

②役員候補者選考委員会の開催 

 ア 役員候補者選考委員会 

   期日 令和３年４月２６日 

   出席 委員５人 

   内容 鶴ヶ島市社会福祉協議会役員候補者の選考について 

③苦情解決第三者委員会の開催 

 実施なし 
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  法人が実施する 

  事業の利用者か 

  らの苦情に対し 

  て利用者の権利 

  を擁護し、事業 

  の迅速な改善を 

  図るとともに、 

  法人事業に対す 

  る社会的な信頼 

  を向上させるた 

  め開催します。 

 

 

 

 ④その他各事業委 

  員会の開催 

 

（３）法人運営及 

   び財務監査 

 事業報告、決算に

関する監査を実施

し、法人運営や事業

の透明性を図りま

す。また、法人を運

営するために必要な

手続きを行います。 

 ①決算監事監査、 

  上期監事監査 

  （各１回） 

 

 

 

 ②行政監査等の 

  実施 

 

 ③会計事務所によ 

  る確認、指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④その他各事業委員会の開催 

 実施なし 

 

（３）法人運営及び財務監査 

①決算監事監査の実施 

 ア 決算監事監査 

   期日 令和３年５月６日 

   出席 ２人 

   内容 ・令和２年度事業報告について 

      ・令和２年度会計決算について 

      ・令和２年度埼玉県共同募金会鶴ヶ島市支会会計決算 

       について 

イ 令和３年度上期監事監査 

   期日 令和３年１１月９日 

   出席 ２人 

   内容 ・令和３年度上期事業報告について 

      ・令和３年度予算執行状況報告について 

      ・助け合い資金貸付事業について 

②行政監査等の実施 

 ア 社会福祉法人一般指導監査（書面監査） 

   令和３年１２月実施 

 ③会計事務所による確認、指導 ４月から３月 １２回 

   実施 
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  （年１２回） 

 

 ④社会福祉法人現 

  況報告書等の公 

  表（年１回） 

 ⑤社会福祉法人定 

  款・規程等の管 

  理 

 ⑥全国社会福祉協 

  議会等実施の調 

  査・ガイドブッ 

  ク作成等への協 

  力 

 

 

 

 

 ⑦福祉事業等への 

  後援事業内容が 

  社会福祉の目的 

  にふさわしく対 

  象が市内全体で 

  あり、開催地又 

  は主催団体が市 

  内である事業に 

  対し、後援しま 

  す。 

 ⑧役職員等総合保 

  険への加入 

 

 

 

 

 

（４）財源確保の 

   促進 

 ①自主財源の確 

 

 

 ④社会福祉法人現況報告書等の公表 １回 

 社会福祉法人情報開示システム（ＷＡＭＮＥＴ）での社会福祉法人 

 現況報告書等の作成を行い、結果を公表した。 

⑤社会福祉法人定款・規程等の管理 

 改正なし 

 

 ⑥全国社会福祉協議会等実施の調査・ガイドブック作成等への協力 

  ア 社会福祉協議会・生活支援活動強化方針チェックリストに基づ 

    く自己評価（全国社会福祉協議会） 

 イ 市区町村社会福祉協議会における会計業務の全国一斉点検 

  （全国社会福祉協議会） 

 ウ 市町村社会福祉協議会組織及び事業の取り組み状況等調査 

  （埼玉県社会福祉協議会） 

 エ 令和３年度版「鶴ヶ島の福祉概要」の作成（鶴ヶ島市） 

 オ 民生委員・児童委員ガイドブックの作成（鶴ヶ島市） 

 ⑦福祉事業等への後援 

 実施なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑧役職員等総合保険への加入 

  ア 業務中の傷害補償、感染症補償 

  イ 賠償責任補償、役員賠償責任補償（D＆O 保険） 

 ウ 利用者の傷害補償 

 エ 個人情報漏えい対応補償 

 オ 什器・備品・現金・貴重品の損害賠償保険等 

 

（４）財源確保の促進 

 ①自主財源の確保 

  ア 社会福祉協議会会員の加入促進（「会員加入促進運動」で記 
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  保 

 

 

 

 

 ②固定資産・備品 

  等の管理 

 

 ③寄附金の受入れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）法人役員等 

   研修 

 地域福祉推進の

中核としての使命を

果たしてまいります

ため、社会福祉協議

会役員・評議員の研

修等を実施し、組織

強化及び情報共有の

ため会議を実施しま

す。 

 

（６）職員研修・会 

  議 

   載） 

  イ 赤い羽根共同募金運動の推進（「共同募金運動の推進事業」 

   で記載） 

  ウ 収益事業の実施（「葬祭事業」「自動販売機設置運営事業」で 

   記載） 

 ②固定資産・備品等の管理 

  法人所有の固定資産等管理簿の整理やリース備品等の利用状況を 

  確認し、コスト削減などの努力をした。 

 ③寄附金の受入れ 

  広報誌などで社会福祉法人の寄附金控除の仕組みを周知し、寄附金 

  の受入れを行った。 

 ア 寄附金 

区分 件数 金額 

個人 ２４ １，６０３，８７０円 

団体 １３ ２５４，７４５円 

自治会 ６７ １９０，４６０円 

合 計 １０４ ２，０４９，０７５円 

 

イ 物品、食料品寄附 

① 物品寄附  ２２件 

② 食料品寄附 ２３件 

 

（５）法人役員等研修 

  地域福祉推進セミナー（Zoom） 

   期日：令和４年１月１３日 

   参加者：理事４名（会長含む） 

   テーマ：これからの地域づくり 

      －元気な地域活動を進める方法と社協に期待すること－ 

   講師：全国コミュニティライフサポートセンター 

       理事長 池田 昌弘 氏 

 

 

 

 

（６）職員研修・会議 

 ①職員研修 
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① 組織力を高

め、資質向上

のための職

員研修を行

います。 

② 組織強化の

ための職員

会議を行い

ます。 

③ 職場外研修 

 

 

 

④ 資格取得の

支援 

 

（７）人事・労務管 

  理 

 働き方改革関連法

等の施行を踏まえ

て、働きやすい職場

環境づくりに努め、

採用、育成、配置、

処遇、評価のマネジ

メントのもとに、健

康診断等の福利厚生

の充実やワークライ

フバランスを保ち、

魅力ある安定した職

場づくりに努めま

す。 

 

（８）社会福祉功 

  労者への表彰 

 社会福祉に貢献

した方々や団体等を

表彰します。 

   職員内部研修（初任者） ３回 

   職員外部研修 初任者研修、会計研修、人事・労務研修 財務管

理者研修などをオンラインで実施 

 

 

 ②職員会議 

  １２回開催（月１回） 

 

 

③職場外研修 

 全国社会福祉協議会、埼玉県社会福祉協議会などが主催する職場外 

での機会を活用し、職員の業務に必要な専門知識やスキルアップを支 

援する。 

④職員の業務に必要な資格取得について、支援した。 

 

 

（７）人事・労務管理 

  福利厚生センターソウェルクラブ加入 

  埼玉県社会福祉事業共助会 加入 

   １０月 職員健康診断実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）社会福祉功労者への表彰 

 ①全国社会福祉協議会会長表彰 ２名受賞 

 ②埼玉県知事表彰 ７団体、３名 受賞 

 ③埼玉県社会福祉大会会長表彰 １団体、５名受賞 

 ④埼玉県共同募金会会長表彰 ２団体受賞 
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（９）結婚５０年 

   夫婦の顕彰 

 結婚５０年を迎え

られたご夫婦をお祝

いし、地域社会のた

めに尽くされたご功

労を顕彰します。 

 

（１０）社会福祉 

    実習生の 

    受入 

 

 

 ⑤鶴ヶ島市社会福祉協議会会長表彰、感謝状 ２団体、４名受賞 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、式典「鶴ヶ島 

 市社会福祉協議会社会福祉功績表彰式」は開催せず、感謝状および記 

 念品を配布した。 

 

 

（９）結婚５０年夫婦の顕彰 

  新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、式典「金婚 

 祝賀式」は開催せず、３月に感謝状やお祝い状、記念品をご自宅へ訪 

 問し贈呈、配布を各世帯へ行った。 

 

 

 

 

（１０）社会福祉実習生の受入 

  社会福祉士を目指す学生の受入  ５人 
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Ⅰ-２ 会員加入促進運動 

 社会福祉協議会活動の組織基盤の強化と地域の組織化を図るため、会員加入促進を

展開し、様々な人の参加による福祉のまちづくりを推進します。 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）社会福祉協議会会員 

   加入促進月間 

 

【目標】 

個人会員： 

 全自治会回覧の協力依頼 

賛助会員： 

 新規協力５事業所の開拓 

 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（3）】 

（１）社会福祉協議会会員加入促進月間 

  会員加入促進月間を７月とし、住民主体の地域福祉活動を 

 推進するため、広く参加、協力の呼びかけを行う。 

 ①個人会員 １口 ５００円 

  ア 自治会への呼びかけ 

   福祉委員会議を開催し、地域福祉活動の重要性や社会福 

  祉協議会活動への理解をいただく機会を設け、自治会長や 

  福祉委員等のご協力をいただき、地域に広く会員加入の促 

  進を図った。 

  ・第１回福祉委員会議 

   日時 令和３年６月１１日 ほか１日間（４回） 

   延べ参加人数 ８２人 

  ・第２回福祉委員会議 

   日時 令和３年１０月１５日 ほか１日間（４回） 

   延べ参加人数 ７９人 

  イ 広報誌やホームページでの広報 

   社協だより７月号で掲載 

件数 口数 金額 

３，９７６ ４，９０６ ２，４５３，０００円 

 ②団体会員 １口 １，０００円 

   各種団体の加入促進及びボランティア団体登録と合わせ 

  て、加入のお願いをした。 

件数 口数 金額 

５４ ９４ ９４，０００円 

 ③賛助会員 １口 １０，０００円 

   社会福祉協議会事業への理解・協力を呼びかけ、継続加 

  入や新規協力事業所等の開拓を行うため、郵送での依頼を 

  した。新型コロナウイルス感染症の影響を受け、訪問活動 

  は未実施。 

 



- 13 - 

 

 

 

 

件数 口数 金額 

８３ ９８口 ９８０，０００円 

 

 

Ⅰ-３ 自動販売機設置運営事業 

 各種社会福祉事業を実施のために必要な自主財源を確保するため、自動販売機設置運

営事業を行います。 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）飲料自動販売機の設 

   置運営 

【地域福祉活動計画 基本目標１－⑶】 

（１）飲料自動販売機の設置運営 

設置場所  ハートホール若葉 

設置日   平成２２年１１月（令和３年６月終了） 

  設置台数  １台 
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Ⅱ-１ 地域福祉計画と一体に取り組む地域福祉活動計画の策定 

 第３次地域福祉計画（市）・地域福祉活動計画（社会福祉協議会）（以下、第３次計

画）は、第２次計画に続き、市が策定する「地域福祉計画」と社会福祉協議会が策定

する「地域福祉活動計画」を一体的に作成した計画です。「地域福祉活動計画」は、社

会福祉協議会が民間活動計画として市民と共に策定し、市民と相互に協力し合い、地

域福祉を推進するための活動・行動計画です。 

 地域共生社会の実現を目指し、包括的支援体制および重層的支援体制整備にむけ

て、地域福祉審議会において策定します。 

事業計画・概要 事業実施状況 

 令和２年度に市民意識調

査、子ども意識調査、事業所

（専門職）・団体アンケートを

実施し、分析結果を基に、事業

を実施し、第３次計画を策定

します。 

 

（１）地域福祉活動計画推 

   進委員会(鶴ヶ島市 

   地域福祉審議会) 

  委員会（審議会）の開催 

  （年４回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（1）】 

（１）地域福祉活動計画推進委員会 

   (鶴ヶ島市地域福祉審議会) 

 ①第１回地域福祉活動計画推進委員会 

  期日 令和３年８月６日 

  出席委員 ８人 欠席委員１人 

  計画等支援委託業者 出席２人 

  内容 

 ア 地域別懇談会の延期日程及び委員参加日の確認につ 

  いて 

 イ 骨子（案）について 

 ウ 計画表紙絵の募集及び審査について 

 エ 今後のスケジュールについて 

②第２回地域福祉活動計画推進委員会 

  期日 令和３年１１月１２日 

  出席委員 ６人 欠席委員３人 

  計画等支援委託業者 出席２人 

  内容 

ア 地域別懇談会の報告について 

イ 表紙絵の審査について 

ウ 計画（案）について 

エ 今後のスケジュールについて 

 ③第３回地域福祉活動計画推進委員会 

 期日 令和３年１２月８日 

 出席委員 ６人 欠席委員３人 

 計画等支援委託業者 出席２人 
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（２）地域懇談会の開催 

  市民の地域福祉に関する 

 意識、実態等を把握し、地域 

 福祉策定の基礎資料とする 

 ために実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）鶴ヶ島版包括支援体 

   制構築（市との協働） 

  市庁舎内の関係各課が 

 縦割りによる弊害や８０５ 

 ０問題、ダブルケア等の隙 

 間の課題に対応できる体制 

 を構築するために、庁内連 

 携できる仕組みの構築（包 

 括的支援体制）を検討する 

 ことに併せて、社会福祉協 

 議会内でも、社会福祉協議 

 会内で連携・協働、情報共有 

 できる仕組みの構築を検討 

 します。 

 

 内容 

ア 計画（素案）について 

イ  計画愛称について 

 ④第４回地域福祉活動計画推進委員会 

 期日 令和４年２月２１日 

 出席委員 ７人 欠席委員２人 

 内容 

ア 計画（案）について 

イ 答申（案）について 

 

（２）地域懇談会の開催 

①事前説明会 

期日 令和３年９月２９日・１０月１日・１０月５日 

   合計４回 

参加者 ３９人 

②オンライン地域別懇談会 

日時 対象区 参加者人数 

１０月４日 新町小区・南小区 ３２人 

１０月６日 鶴二小区・藤小区 ３９人 

１０月７日 栄小区・杉下小区 ４８人 

１０月８日 長久保小区・鶴一小区 ４０人 

 

（３）鶴ヶ島版包括支援体制構築（市との協働） 

期日 令和３年１１月５日 

参加 健康福祉部課長 

内容 地域福祉計画について（重層的支援体制整備事業） 
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 〈成果〉 

 市と協同して策定した、第３次地域福祉活動計画の「誰もが

安心していきいきと暮らせるまちをつくります」の基本理念の

もと、鶴ヶ島市における包括的な支援体制づくりの一歩が踏み

出すことができた。また、プランの愛称「つる♡ほっとプラン」

イメージキャラクター「つる♡ほっとちゃん」等市民に親しみや

すい計画策定が、地域住民や活動者等の意見を取り入れながら

できた。 

 

〈課題〉 

今後、計画を推進していくために、市役所内はもちろんのこ

と、多くの市民や福祉専門職にかかわってもらうことが重要で

ある。 

 

 



- 17 - 

 

Ⅱ-２ 小地域組織化推進事業 

 概ね小学校区をエリアとする小地域組織である「地域支え合い協議会」の設立に市と

協働で支援し、８地区の地域支え合い協議会および助け合い隊がおおむね鶴ヶ島市全域

で立ち上がりました。地域住民が主体となった地域支え合い協議会の活動を市と協働し

て支援し、地域の支え合い・助け合い活動を推進します。 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）地域支え合い協議会 

  （８か所）活動支援 

 地域支え合いの仕組みを活

性化するために、市と共に支

援を行います。また、助け合い

隊については、様々な個別の

ニーズに対応できる仕組みづ

くりを住民と共に行います。 

 

 

 

 

（２）小地域活動組織化推 

   進事業助成金（共同 

   募金配分金事業） 

  共同募金配分金事業と 

 して、おおむね小学校区を 

 小地域として設定し、地域 

 住民が主体となる活動に対 

 し、助成金や情報提供等支 

 援を行います。助け合い隊 

 事業、地域の見守り活動へ 

 の助成を行います。 

 

 

（３）地域支え合い協議会 

  連絡調整会議への参加 

 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（3）】 

 

（１）地域支え合い協議会（８か所）活動支援 

  ①鶴ヶ島第二小学校区地域支え合い協議会 

  ②富士見地区地域支え合い協議会 

  ③サザン地域支え合い協議会 

  ④杉下地域支え合い協議会 

  ⑤西部地域支え合い協議会 

  ⑥つるがしま中央地域支え合い協議会 

  ⑦北地域支え合い協議会 

  ⑧すねおり地域支え合い協議会 

 

（２）小地域活動組織化推進事業助成金 

  新型コロナウイルス感染症拡大により、中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域支え合い協議会連絡調整会議への参加 

  開催 毎月１回（７月８月９月は新型コロナウイルス感染症 

     拡大により中止） 

  対象 市内８協議会事務局長等 
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（４）助け合い隊の推進 

  ①すねおり助け合い隊 

   立ち上げ支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②助け合い隊情報交換会 

   の開催（年３回） 

 

（４）助け合い隊の推進 

  ①助け合い隊情報交換会の開催 

新型コロナウイルス感染症拡大のため開催中止 

 令和３年５月２６日・7月２０日 

第１回 

 期日 令和３年１１月４日 

 場所 市役所 

 出席 １５人 

 内容  

 ア ありがとう券の一括受け渡しについて 

 イ 今後の助け合い隊情報交換会について 

 ウ 助け合い隊（コーディネーター等の）研修会について 

  第２回 

  期日 令和３年１２月２３日 

 場所 市役所 

 出席 １２人 

 内容 ア 助け合い隊ありがとう券の交換について 

 イ コーディネーター研修会について 

  ②助け合い隊活動実績（わかば・鶴二・サザン・杉下・西部・ 

   中央・北・すねおりの８助け合い隊の合計） 

  ありがとう券利用可能店舗  １６２店舗 

  協力会員数（登録者数）   ５２７人 

  協力会員活動者数（延べ人数）２４６人 

  利用会員数（利用者登録者数）６９５人 

  活動実施件数        ２６３件 

  ありがとう券販売枚数   １１，４０４枚 

  活動時間数         ２，０７９．５時間 

   新型コロナウイルス感染症拡大のため、活動を縮小してい 

   る。 

  ③すねおり助け合い隊立ち上げ支援 

  令和３年４月に立ち上がったすねおり助け合い隊の運営 

  支援及びコーディネーター連絡会に出席した。 
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〈成果〉 

 新型コロナウイルス感染拡大により、活動が縮小したものの、 

助け合い隊は継続して実施でき、助け合い隊等の支援ができた。 

 

〈課題〉 

 今後の新型コロナウイルス感染拡大により、活動が左右される 

ことが予想される。ウイズコロナ時代の工夫した活動を展開する 

必要がある。 

 

 



- 20 - 

 

Ⅱ-３ 広報事業 

 社会福祉協議会活動や地域福祉に関する広報「社協だより」(墨字版・点字版・音声版)

を発行します。また、インターネットを活用したホームページやブログ、Facebook では、

日々の出来事やボランティア・市民活動の様子を伝えます。 

 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）広報活動 

  ①社協だよりの発行 

   （３回発行） 

  ②ホームページ 

   主な社会福祉協議会 

  事業等について、掲載し 

  ます。 

 ③ブログ 

  地域での活動の紹介 

 を行います。 

  ④Facebook 

   リアルタイムな情報 

  の発信を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）広報戦略 

  社会福祉協議会会員制 

 度による参加意識の啓発 

 やさまざまな事業への直 

 接的な参加・協働による関 

 わりなど、今後も引き続き 

 参加者を増やし、同じ地域 

 で安心して暮らすことの 

 できる地域づくりの発展 

 を目指します。 

【地域福祉活動計画 基本目標 3-（2）】 

（１）広報活動 

①社協だよりの発行 

  社協だより「ふくしのまち」№１４４ 

   発行日 令和３年７月１日 

   発行部数 ３４,２００部 

  社協だより「ふくしのまち」№１４５ 

   発行日 令和３年１１月１日 

   発行部数 ３４,２００部 

  社協だより「ふくしのまち」№１４６ 

   発行日 令和４年３月１日 

   発行部数 ３４,２００部 

  ②ホームページ 

  （ＵＲＬ http://www.tsurusha.or.jp/） 

 ③つるがしまボランティア・まちづくりセンター 

   ブログ つながり日記 

 （ＵＲＬ http://blog.canpan.info/t_chiiki/） 

  ④Facebook 

  （ＵＲL https://www.facebook.com/tsurushakyo/） 

 

（２）広報戦略 

 ①社会福祉協議会パンフレットの更新 

 ②社会福祉協議会ブログや Facebook 等への投稿強化 

   地域の活動団体の紹介や講演会、各事業の状況報告等に 

  ついて、適時必要な情報を発信した。 

 ③社会福祉協議会活動動画の更新 

   社会福祉協議会活動について、わかりやすく映像にまと 

  めるため、活動情報の収集に努めた。 
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Ⅱ-４ ふれあい・いきいきサロン推進事業 

 様々な人が身近な場所に気軽にあつまり、楽しい仲間づくりができるよう、多様な

内容で交流できるあたたかな居場所づくりを支援し拡充します。さらに、介護予防、

孤立予防の観点から拡充を進めます。 

 

事業計画・概要 事業実施状況 

 コロナ禍により、休止や

解散を余儀なくされたふれ

あい・いきいきサロンを活性

化し、地域のつながりを再構

築します。 

 

（１）ふれあい・いきいき 

   サロン活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（2）】 

（１）ふれあい・いきいきサロン活動の推進 

  ふれあい・いきいきサロン活動の支援を行います。 

  ①具体的な支援内容 

   ア ボランティア活動保険の加入推進 

   イ ふれあい・いきいきサロン傷害保険に社会福祉協議会 

     負担で加入 

   ウ 活動内容を社会福祉協議会ＨＰや、情報誌等へ掲載し 

     た。 

   エ ふれあい・いきいきサロンの立ち上げ支援 

      鶴ヶ島国際友好ふれあい会、サロンおうえんたい、

サロン談話室星和、パソコン会、上新田茶話会ほほえ

み、ウエルカフェ７、若葉ふれあいカフェ、花を植え

楽しむ会、モルック交流会、ここつなネットサロン 

   オ ふれあい・いきいきサロン活動の実施や運営に関し、 

     活動が定着していくための総合的な支援を行ってい 

     る 

     ・場所の調整、相談対応、チラシ作成等 

     ・地域づくり便り「えん」を通し、活動を推進した。 

   カ 健康長寿課との協働による「つるゴン元気体操」の立 

     ち上げ支援 

      コンフォール若葉健康体操・海洋センターつるゴン

元気体操・若葉第二住宅健康体操・ウエルシアつるゴ

ン元気体操 

 キ 埼玉県コバトン健康マイレージにおける県産農産物 

     の寄贈 

     埼玉県が実施している埼玉県コバトン健康マイレー 

     ジの抽選当選者からの寄贈 

     申請団体 ２０団体 決定団体 １４団体 
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（２）ふれあい・いきいき 

  サロン活動助成金 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）サロンサポーター 

   （仮）の養成 

  ふれあい・いきいきサロ 

 ンの活動者を対象に、つど 

 いの場、見守り活動の意義 

 を理解できる養成講座の 

 実施を行う。サロンサポー 

 ター（仮）を養成し、ふれ 

 あい・いきいきサロンの活 

 動を通じて、身近な小地域 

 の様々な課題への解決に 

 向けた取り組みや、地域の 

 交流を深めることを目指 

 します。 

 

 

（２）ふれあい・いきいきサロン活動助成金 

①ふれあい・いきいきサロン登録団体 ８１団体 

②サロン活動の活性化のため、共同募金配分金により助成を行 

 った。（１団体２万円以内） 

申請団体 ３７団体 

助成団体 ３５団体 

助成総額 ４１７,０００円 

※辞退  ２団体  

 

 

（３）集いの場の代表者会議  ３回  

期日 場所 参加者数 

３月１日 市役所５階 １９人 

３月２日 市役所５階 １４人 

３月３日 オンライン １０人 

 

内容（３回共通）  

 ・コロナ禍でのサロン活動等の情報交換 

・令和４年度助成金等支援説明 

 

【事業の成果及び今後の課題】  

＜成果＞ 

 新型コロナウイルス感染症拡大により、休止をせざるを得ない

状況が続 いているが、社会参加の大切さを重視し感染拡大予防

を行い活動を再開した。コロナ禍でもつながる交流の提案ができ

た。 

 助成金の活用により、感染対策の物品等を準備し、サロン活動

を実施できたところもあった。健康長寿課と連携をとり、「つる

ゴン元気体操」の立ち上げが４か所出来た。 

＜課題＞  

 新型コロナウイルス感染症拡大により、休止、休会、解散する

サロンもある。再開するための支援が必要である。 
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Ⅱ-５ 住民参加型生活支援活動事業(つるがしまふれあいサービス) 

 日常生活の援助の必要な利用会員と協力会員が生活支援活動の提供を行う相互扶助の

仕組みにより、介護保険や障害福祉サービス、子育て支援等の制度やサービスだけでは

対応できないニーズを支援します。 

 

事業計画・概要 事業実施状況 

 ふれあいサービスを通じ

て、住民同士が支え合う活動

にかかわることにより、地域

福祉の担い手としての意識

を醸成し、地域の活動者を増

やしていきます。また、様々

な機会を通じて、協力会員と

利用会員の増加を図ってい

きます。 

 さらに、今年度は子育てを

応援するふれあいサービス

として、子育て世代にアプロ

ーチします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ふれあいサービス 

   の周知 

  地域の方々へも周知し 

 ながら、高齢者・子ども・ 

 障がい者分野の関係機関 

 等への周知を行います。 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（3）】 

（１）会員登録者数 

利用会員 １５７人（新規入会３７人、退会２６人） 

協力会員 １１３人（新規入会１７人、退会７人） 

（２）利用（活動）状況 

延べ日数 ２，７４５日 

延べ時間 ３，６７２時間 

 

（３）利用（活動）内容 

サービス内容 件数 

 １ 食事の支度            ４３５件 

 ２ 衣類等の洗濯・つくろい      ４５５件 

 ３ 住居等の掃除・整理整頓    １，４５７件 

 ４ 外回りの掃除・整理・片付け    ３２２件 

 ５ 生活必需品の買物         ５５０件 

 ６ 余暇（囲碁・将棋等の相手）      ０件 

 ７ 話し相手             ４５７件 

 ８ 外出の付き添い          ２９３件 

 ９ 妊産婦、乳幼児の軽易な支援    １７３件 

１０ その他（衣替え、大掃除など）    ７５件 

１１ キャンセル             ３１件 

合  計           ４，２４８件 

 

（１）ふれあいサービスの周知 

①社協だより 

  ②リーフレットを公共施設に設置 
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（２）協力会員研修会 

  協力会員の活動に必要 

 な研修会をシルバー人材 

 センターや助け合い隊の 

 活動と協働して行います。 

 （年３回） 

 

（３）協力会員連絡会 

  協力会員の交流や情報 

 交換を行うため、協力会員 

 連絡会を実施します。（年 

 ３回） 

 

 

（４）コーディネーター 

   スキルアップ 

  コーディネーターのス 

 キルアップを行うため、研 

 修会に参加します。 

 

（５）子育て応援ふれあ 

   いサービス 

  子ども・子育て世帯の関 

 係機関に働きかけを行い、 

 子育て世帯への支援を充 

 実します。 

 

 

 

 

 

（２）協力会員研修会 

期日 令和４年３月４日 

 内容 「認知症や精神障害者の方への接し方を学び、生活支援 

     に生かしませんか」 

 参加 ２４人 

 講師 東京国際大学 人間社会福祉学科 松本 すみ子氏 

 

（３）協力会員連絡会 

期日 令和３年１１月２０日  

 内容 オンライン（LINE）でつながる講座 

 参加 １６人 

 講師 学生ボランティア 大学生 １１名・高校生 １名  

中学生と保護者 各１名 

 

（４）コーディネータースキルアップ 

 日時 令和３年８月２５日  

 場所 オンライン開催（Zoom）WEB 視聴により開催 

内容 鶴ヶ島市介護支援専門員研修 

「自立支援に向けたケアマネジメントプロセスを学ぶ」 

 

（５）子育て応援ふれあいサービス 

 家庭児童相談員とファミリーサポートセンターにふれあいサー 

ビスのリーフレットを配布 
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【事業の成果及び今後の課題】  

＜成果＞ 

・コロナ禍が続く中、令和２年度に引き続き協力会員の理解もあり、

継続的に支援をすることができた。利用会員も３７人入会し、１１

人増、協力会員も１７人入会し、１０人増えた。 

・家事と育児を両方支援することができることもあり、子ども・子

育て世帯の利用が増えた。全体に利用会員も増えた結果、活動実績

が今までになく増えた。 

・ここつなネット等社会福祉協議会内の事業と連携し、利用会員、

協力会員の生活や活動の幅を広げることができた。 

＜課題＞ 

・新型コロナウイルス感染拡大により、研修会や連絡会が予定どお

り開催できなかった。協力会員のスキルアップ及び連携の強化に取

り組む必要がある。 
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Ⅱ-６ 

新規 

事業 

地域のつながりづくり事業 

 要支援者が安心して暮らせるよう個別の見守り活動、見守りチームを計画的に市内全域

に推進し、地域住民が主体となって、地域における個別の関係性を構築していきます。様々

な関係機関（民生委員児童委員、自治会、自主防災、地域支え合い協議会）および行政と

連携し、重層的な見守りネットワークづくりを目指します。 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）要支援者の 

  個別の見守 

  りチームの 

  構築 

 民生委員児童委

員、自治会、自主防

災、地域支え合い

協議会等と連携

し、要支援者を見

守るチームを構築

します。 

 避難行動要支援

者個別計画作成も

合わせて取組みま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）様々な見守 

  り活動の立 

  上げ 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（3）】 

（１）要支援者の個別の見守りチームの構築 

支援理由 人数（類計） 

①身体障害者手帳１．２級第１種所持 １５（ １６）人 

②療育手帳マルＡ・Ａ所持 ３（  ３）人 

③精神障害者手帳１．２級所持し、単身世帯 １（  １）人 

④介護保険の要介護３～５の認定 ６（  ７）人 

⑤障害福祉サービス利用の難病患者 ０（  ０）人 

⑥上記以外で特に支援の必要がある ７４（ ７５）人 

合 計 ９９（１０２）人 

 

支援者年齢 人数（類計） 

２０未満 ５７人 

２０代 ２人 

３０代 １４人 

４０代 ２２人 

５０代 １３人 

６０代 ４８人 

７０代 ７１人 

８０代 ２９人 

９０以上 ３人 

不明 ２０人 

（解散） ２人 

合 計 ２７９（２８１）人 

 

（２）様々な見守り活動の立上げ 

 ①子ども見守り隊 

  学校に協力をいただき、小中高校生等子ども・若者も見守りチームの 

 一員として入り、ボランティアでの参加を推進した。 
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（３）他団体・機 

  関との協働 

 見守り個別チー

ムの活動を広げる

ために、自治会や

自主防災組織等と

協同します。 

小学生   ２６人 

中学生   ３０人 

高校生以上  １人 

 合 計  ５７人 

 

 ②中学生ゴミ出しボランティア 

  ゴミ出しができない方々に中学生等のボランティアを調整した。 

   対象世帯        １１世帯 

小中学生ボランティア  ４０人 

 

（３）他団体・機関との協働 

 ①つるがしま地域づくり便り「えん」の発行と配布 

  ⅰ 毎月 1回 1日発行（１７～２８号） 

ⅱ ボランティアによるレイアウト協力（毎号） 

ⅲ 中学生による取材（毎号） 

Ⅳ 小中学校と連携した小中学生やコーディネーター等による「えん」 

  のお届け（毎号） 

 

②「ここつなネット」コーディネーター研修会 

  期日 令和３年１２月６日 

  場所 市役所５０４会議室 

  参加者 ２５人 

  内容 コーディネーター同士の情報交換 

  講師  髙山惠理子氏 

 上智大学 総合人間学部 社会福祉学科 

 ③令和３年度小中学生による振り返りの会 

  期日 令和４年３月１８日 長久保小学校 

     令和４年３月２２日 藤中学校 

     令和４年３月２３日 鶴ヶ島中学校、第一小学校 

     令和４年３月２４日 西中学校、新町小学校 

              第二小学校 

  参加者 ５２名 

  内容 地域ボランティア活動の振り返り 

 ④太田ヶ谷自治会自主防災組織への出席 

 ⅰ 期日 令和３年１０月３１日 

    場所 太田ヶ谷農村センター 

    内容 太田ヶ谷自治会自主防災組織役員会 
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 ⅱ 期日 令和４年１月８日 

    場所 太田ヶ谷農村センター 

    内容 太田ヶ谷自治会役員会 

 ⅲ 期日 令和４年１月１６日 

    場所 太田ヶ谷農村センター 

    内容 太田ヶ谷自治会役員会 

   ＊ここつなネット １チーム  

 

 ⑤久保団地「ここつなネット」の協力依頼 

 ⅰ 期日 令和３年１１月１８日 

    場所 久保自治会館 

    内容 久保体操参加者へ「ここつなネット」説明 

 ⅱ 期日 令和３年１２月５日 

    場所 久保自治会館 

    内容 久保団地自治会班長会「ここつなネット」説明 

  ※来年度見守り活動をするうえで「ここつなネット」と協働する意向を 

   示してくれた。 

【成果と課題】 

＜成果＞ 

 １年間で１００件を超える個別チームが出来、互いに支え合う関係性が構

築された。その中で、毎月発行しているつるがしま地域づくり便り「えん」の

配布による継続的なつながりが深まった。また、その多くのチームで多世代

交流が生まれた。 

＜課題＞ 

 「避難行動要支援者名簿」からの個別チーム作成が困難である。 

出来上がった個別チームの事後活動が出来ていない為、各個別チームが定期

的に集まり、見守りで気づいたこと気がかりなことをお互いに共有するよう

機会を設ける必要がある。 
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Ⅱ-７ 共同募金配分金事業 

 共同募金配分金を活用して、ふれあい・いきいきサロンの推進や福祉教育・体験学習

推進校等地域福祉活動を支援します。 

 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）赤い羽根募金助成金 

   （地域配分） 

  地域福祉活動等への支援に 

 充当します。また、地域福祉課 

 題や社会環境に応じた事業に 

 適切に配分します。 

 

（２）地域歳末たすけあい募 

   金助成金（地域配分） 

  地域福祉活動や生活困窮者 

 等への支援に充当します。 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（3）】 

（１）赤い羽根募金助成金（地域配分） 

 配分事業名 助成額 

１ ホームページ運営事業 ４０，０００円 

２ 福祉教育体験学習推進校

等助成事業 

６００，０００円 

 

（１）、（２）赤い羽根募金・地域歳末たすけあい募金助成 

     金 

   （地域配分） 

 配分事業名 助成額 

１ 社協だより発行事業 １，０２６，０００円 

２ ふれあい・いきいきサロン

推進事業 

２７０，０００円 

３ 小地域活動推進助成事業 ２２０，０００円 

４ ボランティア・市民活動団

体支援事業 

４００，０００円 

 

（２）地域歳末たすけあい募金助成金（地域配分） 

 配分事業名 助成額 

１ 困窮者支援事業 ５０，０００円 

２ 金婚祝賀式並びに社会福

祉功績表彰式 

２２０，０００円 

３ 歳末援護事業 １，０００，０００円 
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Ⅱ-８ 歳末援護事業 

 歳末たすけあい運動として歳末援護事業を実施し、必要な支援を行います。 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）歳末援護事業意見交換 

   会 

  歳末援護事業について、民 

 生委員・児童委員を中心とし 

 た関係者の意見を踏まえて援 

 護の必要な対象者に支援者の 

 意思が届くよう適切に実施し 

 ます。 

 

（２）歳末援護事業 

 低所得の世帯を対象に訪問 

による歳末援護活動を実施し 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（3）】 

（１）歳末援護事業意見交換会 

  実施なし 

 

 

 

 

 

 

（２）歳末援護事業 

 令和３年１１月～１２月実施 

 

対象 下記の①又は②に該当し、申請があった方 

 ①低所得（住民税非課税）の世帯のうち、市内に住所があ 

  り、次のいずれかに該当する方と同居している世帯及び 

  一人暮らしの方 

  ・７５歳以上の方 

   ・身体障害者手帳１級もしくは２級を所持する方 

   ・療育手帳（みどりの手帳）○ＡもしくはＡを所持する 

    方 

   ・精神障害者保健福祉手帳１級を所持する方 

   ・生活保護世帯に準じた低所得の世帯で、小・中学生の 

    いる世帯（準要保護世帯） 

  ②児童扶養手当の全部支給世帯 

   援護品 おこめ券（配布数は世帯構成員による） 

   申請期間 令和３年１１月１８日から１１月１９日まで 
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（３）物品等緊急一時支援事 

   業 

 生活保護制度や彩の国あん 

しんセーフティーネット事 

業、生活福祉資金などが決定 

されるまでの間について、日 

常生活用品等を支援します。 

 １世帯（最大）３万円 

 

（４）年末年始における緊急 

   的な相談支援 

  生活困窮者等の緊急的な生 

 活苦に関する生活相談支援を 

 行います。 

 

 

 

配布数 

区 分 件 数 援護品（お米券）金額 

７５歳以上の方 ３１３件 ９３９，０００円 

障害者世帯 ３６件 １０８，０００円 

準要保護世帯 ５件 ２１，０００円 

児童扶養手当全部支給 

世帯 

２６件 １２０，０００円 

生活困窮者自立支援金 

対象者 

１９件 ６９，０００円 

合 計 ３９９件 １，２５７，０００円 

 ※援護品の金額は、購入価格（１枚あたり５００円）で計算

しています。 

 

（３）物品等緊急一時支援事業 

 生活保護制度や彩の国あんしんセーフティーネット事業、 

生活福祉資金などの支援を得るまでの間に、生活維持が困難 

な方を対象とした日常生活用品等を支援（１世帯３万円まで） 

・支援件数 なし 

 

 

 

 

（４）年末年始における緊急的な相談支援 

 期間 令和３年１２月１日～令和４年１月３１日 

 対象 新型コロナウイルスの影響等やむを得ない事情により 

    緊急的な対応が必要で他の制度や手立ての対象とな 

    らない方。生活困窮状態にあり、就労の機会を得るた 

    めに必要な面接や試験等において、身の回り品の準備 

    ができない方。 

 内容 年末年始に生活困窮状態に陥り他の制度や手立ての支 

    援がない方への緊急支援。（ライフラインの復旧、食料 

    確保等） 

・相談支援 なし 
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Ⅱ-９ 福祉機器等貸出事業 

 ケガや病気などにより一時的に車いすや介護ベッドを必要としている方に貸し出しま

す。 

事業計画・概要 事業実施状況 

 誰もが安心して暮らすことが

出来るよう、ケガや病気などに

より生活上必要となった方に福

祉機器の貸出を行います。 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 3-（2）】 

（１）福祉機器貸出の対象となる方 

  ①ケガや病気などにより、福祉機器を短期に必要とする方 

  ②公的機関や自治会、地域の福祉に関連する活動を行う団 

   体 

  ③特別な事由により社会福祉協議会会長が必要と認めた個 

   人・団体 

（２）貸出件数 

区分 件数 延べ使用台数 

車いす 
個人  ８７  

１４１ 
団体  ５４ 

介護ベッド      ３  ３ 

 

【事業の成果及び今後の課題】 

＜成果＞ 

・車いす整備を行うボランティアとの連携が、よりスムーズに

なった。 

＜課題＞ 

・老朽化による車いす廃棄が進み、貸出可能な車いすの台数が

減少したため、利用者の需要に追い付かなくなり待機者が出た。 

今後台数を増やすことを検討したい。 

・介護ベッドの経年劣化により、性能向上を図るため今後の対

応を検討する必要がある。 
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Ⅱ-10 ３人乗り自転車貸出事業 

 子育て支援として、子育て世帯を対象に３人乗り自転車を貸し出します。 

 

事業計画・概要 事業実施状況 

 ３人乗り自転車の貸出を通

じて、子育て世帯への外出促進

や経済的な負担の軽減を図る

ことを目的として、貸出を行い

ます。 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 3-（2）】 

（１）３人乗り自転車の貸出の対象となる方 

  ３人乗り自転車の貸出対象者は、鶴ヶ島市に住所を有し、 

 次のいずれにも該当する方とした。 

  ①満１歳以上で小学校就学の始期に達するまでの幼児を２ 

   人以上養育している保護者であること 

  ②借り受けた３人乗り自転車を適正保管する場所を確保で 

   きること 

  ③特別な事由により社会福祉協議会会長が必要と認めた方 

 

（２）貸出件数 

件数 延べ使用台数 

新規２件 ９台 

 

【事業の成果及び今後の課題】 

＜成果＞ 

・抽選申し込み数が予想を上回り、ニーズが多いことが把握でき 

 た。 

＜課題＞ 

・委託している自転車店が２ヶ所廃業し、店舗の地域が偏ってい 

 ることや店主の高齢化などがあるため、今後対応を検討してい 

 く必要がある。 
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Ⅱ-11 障がい者支援の地域づくり事業 

 鶴ヶ島市障害者支援ネットワーク協議会と協働して、障がい者向けの社会参加、余暇

活動支援を行います。また、市民向けの障がい者の理解を深めます。さらに、障がい者

事業所や関係機関、ボランティア団体等の連携を強化し、すべての人々が尊厳と生きが

いを持って安心して暮らすことのできる地域づくりを推進します。 

 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）鶴ヶ島市障害者支援ネ 

  ットワーク協議会の運営 

  障がい当事者団体、障がい 

 者関係事業所、ボランティア 

 団体等がネットワークを組ん 

 で、情報共有やお互いの事業 

 を理解し合いながら、市民向 

 けにも以下の事業を実施しま 

 す。 

  ①運営委員会の実施 

   （年６回） 

  ②幹事会の実施 

   （年１２回） 

（２）障害者余暇活動支援事 

   業の実施 

  地域方々からのニーズによ 

 り、障害者が参加しやすい以 

 下の余暇活動等を実施しま 

 す。 

  ①障がいがあってもなくて 

   も共にヨガ教室（年１２ 

   回） 

 

 

 

 

 

 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 3-（2）】 

（１）鶴ヶ島市障害者支援ネットワーク協議会の運営 

  ①運営委員会 ９回（会議室：４月・７月・９月 

 Zoom：１０月・１１月・１２月・１月・２月・３月） 

  ②幹事会 ８回（会議室：４月・６月・９月・１０月・ 

   １１月 

 Zoom：１月・２月・３月） 

  ③第９回定期総会（メールによる書面総会） 

   日時  令和３年５月２３日 

   内容 オンライン学習会「親なき後のお金の遺し方をプ 

   ロから学ぼう！」 

    参加者 ２１人 

 

 

（２）障害者余暇活動支援事業の実施 

  ①障がいがあってもなくても共にヨガ教室（原則第一日曜） 

４月・５月・６月・１０月・１１月・１２月・１月 

７月・８月・９月・２月は雨天、新型コロナウイルス感 

染症拡大等のため中止 

   場所 農業交流センター 

  ②歴史散歩（原則最終日曜） 

ⅰ 期 間 令和４年１月３０日 

  場 所 白髭神社 

  参加者 ３１人 

ⅱ 期 間 令和４年２月２７日 

  場 所 高倉日枝神社 

  参加者 ２４人 
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（３）防災訓練の参加 

  鶴ヶ島市が行う防災訓練等 

 に参加します。 

（４）障がい者交流フェステ 

   ィバルの実施 

  障がい者週間のイベントと 

 して、障がい者を理解しても 

 らうためのイベントを実施し 

 ます。 

 

 

 

（５）障害者関係団体等掲示 

   展示 

 

 

（６）障害者関係事業所等販 

   売プロジェクト 

 

 

（３）防災訓練の参加 

  市防災訓練中止のため、中止 

 

（４）障がい者交流フェスティバルの実施 

 期日 ２月５日 

 場所 鶴ヶ島市社会福祉協議会 オンライン（Zoom）配信 

 内容・講演会「北欧の障害者のくらしに学ぶ幸せのものさし」 

     講師  薗部 英夫氏 

     全国障害者問題研究会（全障研）副委員長 

   ・障害者団体等の動画による映像紹介１２団体 

 参加者 オンライン（Zoom）配信４２人 会場  １４人 

 

（５）障害者関係団体等掲示展示 

   １１月２２日～１２月３日 市役所ロビー 

１２月６日～２４日 中央図書館予定 

 

（６）障害者関係事業所等販売プロジェクト 

   毎週金曜日お昼休みに実施 

 

（７）サポートカード作成 

鶴ヶ島版ヘルプカード「みんなのサポートカード」の 

作成 ４，０００セット 

 

【事業の成果及び今後の課題】 

〈成果〉 

 コロナ禍でも、オンラインによる会議や講演会を行い、継続

的な活動を行うことができた。 

 また、「みんなのサポートカード」を新しく制作することがで

きた。 

〈課題〉 

対面での交流が少なくなっており、さらなる工夫が必要である 
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Ⅱ-12 婚活支援事業 

 独身の方々の結婚活動の支援を行います。 

 

事業計画・概要 事業実施状況 

 鶴ヶ島市の埼玉県出会いサポ

ートセンターの会員加入と連携

して結婚活動を支援します。 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（4）】 

登録者数 

男性１４３人 女性１１２人 

合計２５５人 
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Ⅱ-13 ボランティア・市民活動推進事業 

 ボランティア・市民活動に関する研修やボランティア団体の支援を通じてボランティア・

市民活動を推進していきます。 

 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）ボランティ 

   ア（個人・ 

   団体）登録 

 ボランティア情

報の発信や円滑な

団体活動の支援を

行うため、登録制度

を推進し、それぞれ

のニーズに応じ活

動を支援します。 

  必要に応じ、研

修会や連絡会を開

催します。 

（２）ボランティ 

  ア活動等保 

  険加入事務 

 

 

（３）ボランティ 

   ア体験学習 

   事業（彩の 

   国ボランテ 

   ィア体験プ 

   ログラム） 

 市内の福祉施設や

市民活動団体等の協

力により、学生や地

域活動の初心者を対

象としたボランティ

ア体験プログラムを

実施します。 

【地域福祉活動計画 基本目標 3-（1）】 

（１）ボランティア（個人・団体）登録 

  ①個人登録  ４３人 

  ②団体登録  ４０団体 １, １２２人 

 

（２）ボランティア活動等保険加入事務 

  全国社会福祉協議会のボランティア活動保険の加入を促進した。 

 

 ①ボランティア活動保険 

区 分 基本タイプ 天災タイプ 

加入者人数 ４４２ ９１ 

 

 

 ②ボランティア行事用保険 ２６件（保険加入団体 １０団体） 

 

 ③福祉サービス総合補償  １６件（保険加入団体 １６団体） 

 

 

（３）ボランティア体験学習事業 

   （彩の国ボランティア体験プログラム） 

  期間 令和３年７月２０日～９月３０日 

  参加者 ９４名 

  プログラム数 計１１ 

  受入施設 ２か所  

 

  プログラム内容 

  【お家で、できるボランティア活動】 

・布ボール、マグネット魚釣り、お祭り飾りつけ、足置き台作製 

・自分にできるボランティア活動や社会貢献活動を考える 

・赤い羽根共同募金運動で使用する啓発グッズの作製 

・防災チェック（自宅・近所） 
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（５）ボランティ 

  アルームを 

  考える会 

 

 

 

 

 

 

 

（６）ボランティ 

  ア・市民活 

  動団体助成 

  金交付事業 

【お家を飛び出して、できるボランティア活動】 

・自宅周辺のゴミ拾いや掃除 

・オンラインでつながる講座 

 

（４） LINE 教え隊（オンラインボランティア） 

①６月５日 LINE 講座 プレ企画 

②７月４日 あたたかい場づくり講座（研修） 

③７月２９日 傾聴講座（研修）・アイスブレイク体験（LINE 講座中止） 

④９月５日 オンラインサロン 

⑤１１月 ２０日 第一回 LINE 講座 

⑥２月１２日 LINE 講座（中止） 

⑦２月２０日 第二回あたたかい場づくり講座（研修） 

 

（５）ボランティアルームを考える会 

 期日 令和４年３月２４日 

場所 鶴ヶ島市役所６階食堂・オンライン（Zoom） 

参加 ２４人 

  内容 講座「ボランティアのオイシイ話」講師  猪股 寛裕 氏 

社会福祉協議会からのおしらせ  

     自分たちの活動をさらにブラッシュアップするために工夫、アイデ 

     ア、要望について意見の出し合い次年度使用する棚についての話し 

     合い、配置換え 

 

（６）ボランティア・市民活動団体助成金交付事業 

   （子ども・子育て助成金） 

 助成上限額５０，０００円／１団体 

申請団体 事業名 金額 

認定 NPO 法人カロー

レ 

子ども食堂じゃがいも「ほっこり弁

当便」 
５０，０００ 

ちょうちん村。こど

も食堂 
ちょうちん村。こども食堂 ５０，０００ 

特定非営利活動法人

こっこの会 

コロナ禍であっても子どもや親と継

続してつながり支えていくためのオ

ンライン活動 

５０，０００ 

NPO 法人鶴ヶ島国際

友好ふれあい会 

外国の学童食堂（外国の学童を対

象） 
５０，０００ 
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ふれあいカフェ ふれあいカフェ ５０，０００ 

鶴ヶ島子育て応援フ

ードパントリー新町 

鶴ヶ島子育て応援フードパントリー

新町 
１７，３４４ 

 

（７）オンライン介護者の会 

  介護をしている方やその活動を支援する方々の情報交換や交流の場とし 

 て、コロナ禍でも開催可能な、オンラインを活用し、介護者の会を設立し、 

 周知や開催支援をおこなっています。 

期日 形態 内容 参加者 

１０月９日 オンライン 自己紹介と体操 １１人 

１１月６日 オンライン 
カラー診断、近況報告、次回内容の相

談、体操 
８人 

１２月４日 オフ 
障害者就労支援事業所（カフェ）で交

流 
１１人 

１月１３日 オンライン 情報交換、この会に求めること ８人 

２月１９日 オンライン 「人生会議」講演、情報交換、体操等 １１人 

３月１２日 オフ 子ども食堂実施カフェで講習 １１人 

 

【事業の成果及び今後の課題】 

＜成果＞ 

・自宅等でできる内容のボランティア活動やオンラインに関連した活動の提

案ができ、様々な機関がつながるきっかけとなった。 

・子ども・子育て助成金では、５団体に助成を行い、子ども・子育て支援事業

に活用していただいた。 

＜課題＞ 

・新型コロナウイルス感染症拡大により、ボランティア・市民活動が昨年度に

続き縮小ぎみになっている。新しい生活様式に併せた活動の提案やコロナ禍

における事前説明や振り返りの検討が必要である。 
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Ⅱ-14 福祉教育・ボランティア学習推進事業 

 市内の小中高等学校で実施している福祉教育・ボランティア体験学習を促進するた

めに、地域の団体、障がい者、ボランティア・市民活動団体、福祉施設等と連携して、

福祉教育実践の機会を拡充します。 

 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）福祉教育・体験 

  学習推進校等指 

  定事業 

 福祉教育・体験学習推

進校等を市内全地域に

広げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）福祉教育・ボラ 

  ンティア学習研 

  修会 

１回 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（1）】 

（１）福祉教育・体験学習推進校等指定事業 

  小中高等学校で実施している福祉教育・ボランティア体験学習 

 を促進するため、指定校を決定した。 

  また、福祉教育・体験学習推進校等指定した学校の実践活動を推 

 進するために、申請に基づき助成金交付した。（一校６万円上限） 

 

 学校 申請額 決定額 

１ 鶴ヶ島第一小学校 ５８,０００円 ５０,０００円 

２ 鶴ヶ島第二小学校 ４８,０００円 ４１,０００円 

３ 新町小学校 ６０,０００円 ５１,０００円 

４ 杉下小学校 ６０,０００円 ５１,０００円 

５ 長久保小学校 ６０,０００円 ５１,０００円 

６ 栄小学校 ５０,０００円 ４３,０００円 

７ 藤小学校 ６０,０００円 ５１,０００円 

８ 南小学校 ６０,０００円 ５１,０００円 

９ 鶴ヶ島中学校 ６０,０００円 ５２,０００円 

１０ 藤中学校 ６０,０００円 ５２,０００円 

１１ 富士見中学校 ６０,０００円 ５２,０００円 

１２ 西中学校 ６０,０００円 ５２,０００円 

１３ 南中学校 ６０,０００円 ５２,０００円 

１４ 鶴ヶ島清風高等学校 ６０,０００円 ５１,０００円 

合  計 ８１６,０００円 ７００,０００円 

 

（２）福祉教育・ボランティア学習研修会 

 日程 令和４年２月２２日 

 場所 オンライン開催（Zoom） 

対象 鶴ヶ島市内福祉教育・体験学習推進校福祉教育担当者、福祉

教育実践協力団体、当事者 
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 小中高等学校等での

体験学習をよりよいも

のにするため、教育セン

ター等と共催で研修会

を実施します。 

 

（３）福祉の心を育む 

  交流事業 

 学校と福祉施設が交

流を行いながら、学校で

は施設で使う必要なタ

オル等を集めて福祉施

設に寄贈し、施設からは

学校に対して図書の寄

贈が行われます。社会福

祉協議会は学校と施設

をつなぎます。 

 

（４）福祉図書デリバ 

  リー 

 埼玉県社会福祉協議

会からの福祉関係図書

を小学校に貸し出し、福

祉教育に活用していた

だきます。 

 

（５）福祉体験講座実 

  施 

 学校からの要望に基

づき、高齢・認知症、障

がい（視覚障がい者・聴

覚障がい者・知的障がい

者・発達障がい者・車い

す利用者）、子育て中の

親子・子ども、地域の活

動、ボランティア、災害・

防災、環境、福祉関係施

参加者 ４１名 

内容 「福祉教育プログラムを磨く 

～福祉教育でつながる研修～」 

 

 

 

（３）福祉の心を育む交流事業  

①特別養護老人ホームみどりの風鶴ヶ島・鶴ヶ島第二小学校 

②特別養護老人ホームみどりの風鶴ヶ島・藤小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）福祉図書デリバリー 

  実施なし 

 

 

 

 

 

 

（５）福祉体験講座実施 

内容 対象人数（人） 

認知症・高齢者理解 ４１８ 

車いす体験・利用者理解 ２０１ 

視覚障害者の理解 １７２ 

聴覚障害者の理解 ７０ 

知的障害者の理解 １２９ 

発達障害者の理解 ３０ 

地域福祉 １１０ 

減災・防災・災害ボランティア ９０ 
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設職員等、様々な種類分

野の福祉教育実践を提

案し、実施のための調整

を行います。 

 サービスラーニング

の視点から、学びを地域

の活動へと展開するよ

う支援します。 

 

環境活動 ４ 

合 計 １，２２４ 

 

 

 

 

 

 

 

【事業の成果及び今後の課題】 

＜成果＞ 

・新型コロナウイルス感染症拡大の中、オンライン等も活用した多様

な福祉教育・ボランティア学習が取り組まれた。 

 

＜課題＞ 

・学校と地域の連携の仕組みを作るために、働きかけの方法について

検討が必要である。 
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Ⅱ-15 災害対策事業 

 災害ボランティアセンターの設置運営の訓練や被災地支援活動を実施します。 

 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）鶴ヶ島市総合防災訓練 

  への参加 

（２）災害ボランティアセン 

  ター設置訓練の実施 

 

 

 

（３）関係機関との調整 

  災害時の対応方法につい 

 て、平時から関係機関と連携 

 協力に努めます。 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 2-（1）】 

（１）鶴ヶ島市総合防災訓練への参加 

（２）災害ボランティアセンター設置訓練の実施 

 市防災訓練中止のため、災害ボランティアセンターの設置運営

訓練中止。 

 

 

（３）関係機関との調整 

①鶴ヶ島市地域防災計画改定 

②西入間青年会議所との防災協定締結の調整 

 

＜成果＞ 

・鶴ヶ島市との災害ボランティアセンターに関する協定の締結 

 にむけて、調整が進んだ。 

 

＜課題＞ 

・災害発生時の活動マニュアルが未整備である及び業務継続計 

 画（ＢＣＰ）か未策定である。 
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Ⅱ-16 彩の国あんしんセーフティーネット事業 

 県内社会福祉法人が基金を出資して、各種制度の狭間にある生活困窮者への相談支援、

現物給付を行います。 

 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）事業概要 

 既存の制度では対応するこ

とができない（制度の狭間）生

活困窮状態等の方に対し、県

内の登録社会福祉法人が基金

を出資し、相談支援、現物給付

を行う事業です。 

（対象者の支援の決定は、セ

ーフティネット事業に出資し

た団体が行います。） 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 2-（20）】 

（１）事業概要 

  既存の制度では対応することができない（制度の狭間）生活困 

 窮状態等の方に対し、県内の登録社会福祉法人が基金を出資し、 

 相談支援、現物給付を行った。 

 

食品寄付：６回 

 セブンイレブン商品寄贈 SAITAMA プロジェクト：１回 
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Ⅱ-17 

新規 

事業 

生活支援体制整備支援・連携事業（鶴ヶ島市受託事業） 

 孤立しがちな高齢者等が地域とのつながりや生きがいを持ちながら生活していくこと

ができるよう、日常生活を支えていく生活支援サービスの提供体制の充実・強化及び高

齢者の社会参加の推進を、多様な主体の参画を得ながら一体的に行うため、市及び地域

包括支援センターに設置する生活支援コーディネーターの活動を支援します。また、社

会福祉協議会の実施する事業との連携を図ります。 

 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）第１層及び第２層生 

   活支援コーディネー 

   ター業務の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（3）】 

（１）第１層及び第２層生活支援コーディネーター業務の 

   支援 

 ①第１層及び第２層生活支援コーディネーターからのコーディ

ネート業務に関する相談を受け、必要な対応を行った。 

   ・生活支援コーディネーター連絡会議 

     出席 ７回 

②これまで支援した団体や活動等の支援 

  ア 「生活支援ガイドブック」を管理・更新 

ホームページ版１０か所修正・更新 

ガイドブック冊子配布 

イ 地域別懇談会  

「Ⅱ－２地域福祉活動計画」で掲載 

ウ 移動支援サービスに関する調査・研究 

５事業所延べ７回聞き取り 

エ 介護予防ボランティアつるフィット支援 

 ５か所支援 

   コンフォール若葉つるゴン元気体操・星和つるごん元 

   気体操・海洋センターつるゴン元気体操・若葉第二住 

   宅つるゴン元気体操・ウエルシアつるゴン元気体操 

 

オ 壮年塾 Gのつどい 

 地域の男性を巻き込むイベントを２回開催した。 

  日時 令和３年６月６日 ９：００～１２：００ 

  内容 無人農産物ウォーキング 

  参加人数 ２３名（スタッフ８名） 

    日時 令和４年３月２６日 １３：００～１５：００ 
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（２）その他の関連業務 

 

    内容 ダーツ体験会 

    参加人数 １６名（スタッフ６名） 

 

（２）その他の関連業務 

 ①自立支援型地域ケア会議 

   毎月１回出席（毎月第４月曜）＊１月２月中止 

 ②在宅医療・介護連携に関する事業に協力 

  坂戸市・鶴ヶ島市地域包括ケアシステム推進協議会への出席 

期日 第１回令和３年６月（書面） 

   第２回令和３年９月３０日（オンライン） 

多職連携研修会への出席 

期日 令和３年１２月１４日 

場所 オンライン 

内容 薬剤師を知ろう！   

 ③生活支援体制整備推進協議会の出席 

  ア 第 1 層 

 期日 令和４年２月１５日 

   場所 市役所 

  イ 第２層 

 第１回  

  期日 令和３年１２月１６日 

  場所 市役所 

 第２回  

  期日 令和４年２月１５日 

    場所 市役所 

 

〈成果〉 

 令和２年度と同様の活動ができた。コロナ禍でも、ふれあいいき

いきサロンや介護予防の活動が広がった。 

〈課題〉 

 第１層、第２層生活支援コーディネーターとの連携を更に深め、

孤立しがちな高齢者を支える仕組みづくりを行う必要がある。 
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Ⅲ-１ 助け合い資金貸付事業 

 生活困窮世帯の生活の安定と自立を支援します。 

 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）事業概要 

 低所得世帯が臨時的出費又

は収入の減少等のため、生計を

脅かされ又は維持していくの

が困難となる場合等に、その応

急的需要を満たし、生活の安定

と自立の助長をはかるために

貸し付けを行いました。 

 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 2-（2）】 

（１）事業概要 

   貸付件数 ２３件  

   貸付金額 ６２５，０００円 

 



- 48 - 

 

 

  

Ⅲ-２ 生活福祉資金貸付事業（埼玉県社会福祉協議会受託事業） 

 他の機関からの借り入れが困難な低所得世帯等への資金の貸付と必要な相談支援を行

うことにより、その経済的自立及び生活意欲の助長促進並びに在宅福祉及び社会参加の

促進を図り、安定した生活を送れるように実施します。 

事業計画・概要 事業実施状況 

 

 

 

（１）生活福祉資金 

 

（２）総合支援資金 

 

（３）不動産担保型生活資金 

 

（４）要保護世帯向け不動産 

   担保型生活資金 

 

（５）臨時特例つなぎ資金 

【地域福祉活動計画 基本目標２－⑵】 

資金種類 貸付件数 

（１）生活福祉資金 

（福祉資金、緊急小口資金、教育支援資金） 
７６２ 

（２）総合支援資金 ９４５ 

（３）不動産担保型生活資金 ０ 

（４）要保護世帯向け不動産担保型生活資金 ３ 

（５）臨時特例つなぎ資金 

（離職者支援資金） 

０ 

（３） 

※生活福祉資金貸付金償還月次報告書（埼玉県社会福祉協議会） 

 

 生活困窮者自立支援制度等との連携により、必要な貸付を行う

ことで、世帯の自立助長に努めた。 
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Ⅲ-３ 

Ⅲ-４ 

鶴ヶ島市手話通訳者派遣事業（鶴ヶ島市受託事業） 

 聴覚、音声及び言語機能障がい者の家庭生活や社会生活におけるコミュニケーション

を円滑に行うため、手話通訳者の派遣や、手話技術の習得のための手話講習会を実施し

ます。 

鶴ヶ島市手話通訳者設置事業（鶴ヶ島市受託事業） 

 聴覚障がい者等の相談や手続きを円滑に行うため、手話通訳者を市役所に配置します。 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）鶴ヶ島市手話通訳事業 

  ①鶴ヶ島市手話通訳者 

   派遣事業運営委員会 

   の開催（年３回） 

  ②手話通訳者派遣事業 

   利用者懇談会の開催 

   （年２回） 

  ③手話通訳者研修会の 

   実施（年６回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 2-（3）】 

（１）手話通訳者派遣事業 

  ①手話通訳者 

   専任手話通訳者５人（正規職員１人、非常勤職員４人） 

   手話通訳者 ９人（登録非常勤職員６人、内専任非常勤 

職員３名を含む） 

  ②手話通訳者派遣実績 

区分 手話通訳者 

派遣実績件数 

手話通訳者 

延べ派遣人数 

生活 ５６ ６５ 

介護 ３１ ４４ 

医療 ４４３ ４６２ 

職業 ４ ５ 

教育 ３０ ５１ 

会議 ３１ ６０ 

講演会等 ７ １４ 

講座 ２ ２ 

体験講座 ０ ０ 

行事 ７ ９ 

その他 ３ ３ 

合 計 ６１４ ７１５ 

 

  ③鶴ヶ島市手話通訳者派遣事業運営委員会の開催 

   ア 第１回運営委員会 

    期日 令和３年４月１３日 

    内容 第１回利用者懇談会のテーマ「新型コロナウイル

スワクチン接種について」を鶴ヶ島市障害者福

祉課長同席のもと協議した。 
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    出席 ８人 

   イ 第２回運営委員会 

    期日 令和３年６月１４日 

    内容 委員の任期満了に伴う互選後、委嘱状交付を行 

       い委員長、副委員長の互選を行った。 

    出席 ８人 

   ウ 臨時運営委員会（学習会） 

    期日 令和３年１１月２日 

    内容 手話通訳者派遣事業の現状と課題について説明 

       を行った。 

    出席 ８人 

  ④手話通訳者派遣事業利用者懇談会の開催 

   ア 第１回利用者懇談会 

    期日 令和３年４月２９日 

    内容 鶴ヶ島市保健センター所長、主幹による「新型コ 

       ロナウイルスワクチン接種」についての説明。 

    参加 ３１人 

   イ 第２回利用者懇談会 

    まん延防止重点措置の発出により中止とした。 

  ⑤手話通訳者研修会の実施 

    通訳者の技術向上のため、必要な内容について研修会を 

   実施した。 

期 日 内 容 参加人数 

令和３年 ５月１６日 事例検討 ４ 

令和３年 ６月１３日 技術（手話表現） ４ 

令和３年 ７月１０日 技術（読み取り） ５ 

令和３年１０月１０日 今後の派遣事業体制に

ついて 

４ 

令和４年 １月２９日 派遣事業を円滑にする

ための協議 

５ 
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（２）鶴ヶ島市手話講習会実 

  施事業 

  手話通訳者の養成のため、 

 啓発講座や講習会を実施し 

 ます。 

  ①手話啓発講座（全３回） 

  ②鶴ヶ島市手話奉仕員養 

   成講習会 入門課程 

   （全２３回） 

  ③鶴ヶ島市手話奉仕員養 

   成講習会 基礎課程 

   （全３０回） 

  ④手話通訳者を目指す人 

   のための学習会 

   （全１１回） 

 

手話講習会入門修了者:６人 

統一試験合格者:１人 

県登録手話通訳者:０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑥連休期間における緊急体制 

    連休中の緊急な手話通訳依頼に備え、手話通訳者が待機 

   をした。 

   期日 令和３年５月１日から５月５日まで 

   期日 令和３年１２月２９日から令和４年１月３日まで 

  ※緊急時による通訳要請はなし 

  ⑦遠隔手話通訳 

    実績はありません。（テレビ通話会議にて数回タブレッ

トを使用した） 

 

（２）鶴ヶ島市手話講習会実施事業 

  ①手話啓発講座 

    期日 令和３年７月１４日、７月２１日、７月２９日 

    全３回 計６時間 

    受講 ７人 

   ※２１日、２９日は鶴ヶ島市独自の特別警戒態勢発出のた 

    め中止。 

  ②鶴ヶ島市手話奉仕員養成講習会 入門課程 

    期日 令和３年１０月６日から令和４年３月２３日ま 

       で 

    全２１回 

    受講 ７人  修了 ６人 

   ※まん延防止等重点措置発出のため令和４年１月２５日 

    より休講とし３月２３日再開。臨時で３月２９日、３０ 

    日を追加し、全１７回とし、修了証を交付した。 

  ③鶴ヶ島市手話奉仕員養成講習会 基礎課程 

   ※令和２年度手話奉仕員養成講習会入門課程が新型コロ 

    ナウイルス感染拡大により中止となったため、開催を中 

    止した。 

  ④手話通訳者を目指す人のための学習会 

    期日 令和３年６月２７日、７月４日、１０月１０日、 

       １０月２４日、１１月２１日、１１月２８日 

    全６回 

    受講 ７人（途中辞退２人） 

   ※緊急事態宣言発出及び、感染拡大のため、８月、１月 

    ２月、３月は中止した。 
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（３）鶴ヶ島市手話通訳者設 

  置事業 

  鶴ヶ島市役所内の窓口事 

 務等における聴覚障がい者 

 の手話通訳を行い、相談や手 

 続きを円滑に行います。 

 

 

（３）鶴ヶ島市手話通訳者設置事業 

  庁舎内通訳 

   利用者  ３１６人 

   対応件数 ６２４件（窓口通訳、電話通訳、相談など） 
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Ⅲ-５ 鶴ヶ島市視覚障害者生活支援事業（鶴ヶ島市受託事業） 

 障害者総合支援法地域生活支援事業に基づき啓発事業を実施し理解を深めます。また、

音訳や点訳に必要な技術を習得するための講習会を開催するとともに、地域生活をする

うえで必要な情報等を音訳や点字により提供します。 

事業計画・概要 事業実施状況 

 

（１）視覚障害者交流事業 

 

 

（２）視覚障害者支援奉仕員 

  養成研修事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）視覚障害者情報保障事

業 

【地域福祉活動計画 基本目標３－⑵】 

（１）視覚障害者交流事業 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から中止 

 

（２）視覚障害者支援奉仕員養成研修事業 

①点字講習会 

期日 令和３年１１月６日～令和３年１２月４日 

全５回 

受講 １１人 

②音訳講習会 

期日 令和３年１０月１６日～令和３年１０月３０日 

全５回 

受講  ９人 

 

（３）視覚障害者情報保障事業 

行政等から発行される刊行物や情報誌の音訳版及び点字

版を製作し発行した。 

 ①依頼件数 

点字版 音声版 合 計 

 １６  ２５  ４１ 

 ②製作部数 

点字版 音声版 合 計 

 ５２ ３０３ ３５５ 
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Ⅲ-６ 

Ⅲ-７ 

点字と声の広報つるがしま発行業務 （鶴ヶ島市受託事業） 

点字と声のつるがしま市議会だより発行業務 （鶴ヶ島市受託事業） 

 障害者総合支援法地域生活支援事業（市町村地域生活支援事業）の意思疎通支援事業

に基づき、鶴ヶ島市が発行する広報等を声の広報及び点字広報を製作しお届けします。 

事業計画・概要 事業実施状況 

 

（１）広報つるがしま 

 

 

 

 

 

 

 

（２）つるがしま市議会だよ

り 

【地域福祉活動計画 基本目標３－⑵】 

（１）広報つるがしま 

①依頼件数 

定例号 臨時号 合 計 

 １２   １  １３ 

②製作部数 

点字版 音声版 合 計 

 ６５ １９２ ２５７ 

 

（２）つるがしま市議会だより 

①依頼件数 

定例号 臨時号 合 計 

  ４   ０   ４ 

②製作部数 

点字版 音声版 合 計 

 ２０  ６２  ８２ 
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Ⅲ-８ 鶴ヶ島市立障害者生活介護施設の運営（鶴ヶ島市指定管理事業） 

 日常生活全般に介助や見守りが必要な障がい者へ、包括的な視点による支援を提供し

ます。利用者が地域において生きがいを感じながら生活を送ることができるよう、健康

の増進・様々な社会的体験・生産活動を通じて、地域の人々との交流の機会などを提供

します。 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）生活介護事業所の運 

   営 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（2）】 

（１）生活介護事業所の運営 

  ①設置場所 鶴ヶ島市三ツ木９３５－１ 

  ②開所時間 午前９時～午後４時 

  ③利用状況 

   利用者人数 １９人（新規２人・退所２名） 

   延べ利用人数 ３，５７６人 

  ④職員体制 

   正規職員３人、契約職員１人、非常勤職員９人 

  ⑤実施業務 

   ア 職員会議 

     ・全体会議：３回（職員全員） 

     ・運営会議：９回（常勤職員） 

   イ 健康管理 

     ・健康診断：１回 

     ・インフルエンザ予防接種：１回 

     ・身体チェック：毎日 

     ・体重測定：月１回 

   ウ 通年作業  

     ・リネン作業：随時 

     ・雑誌付録の分解作業：随時 

     ・回収作業：随時  

     ・農作業：週１回・野菜の販売：週３回程度 

       新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点より対 

      面販売は自粛無人直売のみ実施 

     ・個別支援計画に基づいたカリキュラム：随時 

   エ 通年活動 

     ・レクリエーション：９回 

      内容 じゃがいも掘り、七夕、スイカ割り、さつまい 

         も掘り、運動会、焼き芋、クリスマス会、節分、 
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         ひな祭り 

     ・音楽活動：週１回 

   オ きいちごパーティー：未実施 

    ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

   カ 個別外出行事：ランチ３回、ドライブ１回 

   キ 家族説明会 

    ⅰ 期日 令和３年６月２５日 

      内容 令和２年度活動報告、令和２年度作業決算報 

         告、令和３年度活動予定について、令和３年度 

         年間行事予定について退職者の報告、新規利 

         用者の紹介、利用者アンケートについて他 

    ⅱ 期日 令和４年１月１２日 

      内容 自主事業（日中一時支援事業）の計画について 

   ク 非常事態を想定した危機対応訓練 

    ⅰ 期日 令和４年３月２４日 

      内容 不審者侵入時対応訓練 

   ケ 避難訓練：２回 

    ⅰ 期日 令和３年１０月６日 

      内容 自主避難訓練、通報訓練 

    ⅱ 期日 令和４年３月２４日 

      内容 自主避難訓練、通報訓練 

   コ 職員研修：８回 

    内容 管理者キャリアパス研修、新任研修、サービス管 

       理、責任者研修、強度行動障害支援者養成基礎研 

       修、普通救命講習会、社会福祉法人会計実務講座、 

       接遇研修、強度行動障害支援者養成実践研修 

   サ きいちごだより：５回 

    期日 令和３年 ５月２１日発行 

       令和３年 ８月１９日発行 

       令和３年１１月３０日発行 

       令和４年 １月１１日発行 

       令和４年 ３月２８日発行 

  ⑥体験利用および特別支援学校現場実習：４名   

   期日 令和３年６月１４日～１８日 

      令和３年７月５日～６日、１２日から１４日 

      令和４年２月２日～４日、９日、３月３０日 

      令和４年２月２２日、２４日、３月１日、３日 
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  ⑦苦情・要望 

 特になし 

  ⑧事故報告 

 特になし 

 

【事業の成果及び今後の課題】 

鶴ヶ島市立障害者生活介護施設の経営（鶴ヶ島市指定管理事業）

新型コロナウイルス感染症が広がる中、施設全体で感染防止対策

に取り組み、事業を継続し利用者が安心して通所できる環境を整

備することに力を注いだ。 

令和３年１２月に新規利用者１名契約。同月に２名の退所者があ

った。令和４年３月に新規利用者１名契約。令和４年４月からの利

用者１名契約。 

日中一時支援事業に関しては準備を整え、令和４年度からの開始

をすることとなった。 

今後の課題としては指定管理事業が４年を経過する中で利用者

および家族のニーズをより強く運営に反映させ、職員の定着も含

めた安定した施設運営を行っていく必要がある。 
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Ⅲ-９ 障害者相談支援事業 

 障がい者（児）が自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、身体の状

況や環境に応じて、利用者等の選択に基づき適切な障害福祉サービスが多様な事業者か

ら総合的かつ効果的に提供されるよう支援をします。 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）指定特定相談支援・指 

   定障害児相談支援 

  利用者等が希望する生活 

 を把握しその選択に基づき、 

 適切な福祉サービス等が提 

 供されるようサービス等利 

 用計画・障害児支援利用計画 

 を作成します。定期的に再評 

 価を行い、サービス等利用計 

 画の変更、支給決定の更新申 

 請等に必要な援助を行いま 

 す。また目標に沿ってサービ 

 スが提供されるよう、福祉サ 

 ービス等の事業者等との連 

 絡調整を行います。 

  ①指定特定相談支援サー 

   ビス契約者数（年８０人 

   予定） 

  ②指定障害児相談支援サ 

   ービス契約者数（年１０ 

   人予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（1）】 

（１）指定特定相談支援・指定障害児相談支援 

  ①指定特定相談支援サービス契約者数 ９１件 

    新規５件 終了６件 

  ②指定障害児相談支援サービス契約者数 １０件 

    新規２件 終了１件 

  ③相談実績 

訪問 来所 同行 電話等 会議 その他 

４７１ １３８ ２２ ２４０９  ８０  ２２ 

 

  ④モニタリング請求件数 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

特定 ２２ ３２ ３１ ３１ ３２ ３０ 

障害児 ５ ０ ４ ５ ３ ３ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

特定 ３２ ２１ ２８ ３５ ４４ ３１ 

障害児 ２ ２ ４ ４ ５ ３ 

 

  ⑤作成件数 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

特定 ８ １０ ５ ６ ５ ９ 

障害児 １ １ ２ ０ ０ １ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

特定 ７ ７ １９ ６ ３ ６ 

障害児 ２ ３ ０ １ ０ ０ 

 

  ⑥会議、研修等 

相談支援事業所連絡会議 令和３年４月１６日、５月１４日、

６月１１日、７月１６日、１０月１５日、１１月１２日、１２

月１７日、令和４年１月１４日、２月１８日、３月１７日 
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（２）自立生活援助事業 

  利用者が希望する生活や 

 課題の把握を行い、個別支援 

 計画を作成します。またおお 

 むね２週に１回以上、利用者 

 の居宅に訪問して状況確認 

 を行い、必要な情報提供及び 

 助言並びに相談、指定障害サ 

 ービス事業者等、医療機関等 

 との連絡調整、その他利用者 

 が地域における自立した生 

 活を営むために必要な援助 

 を行います。６か月に１回以 

 上個別支援計画の見直しを 

 行い、必要に応じて個別支援 

 計画の変更を行います。 

  ① 自立生活援助サービ 

    ス契約者数（年２人予 

    定） 

 

 

移行支援会議 令和３年２月２８日 坂戸ろう学園 

令和３年度相談支援スキルアップ研修  

 令和４年１月２２日（オンライン） 

令和３年度依存症地域生活支援指導者養成研修  

 令和４年２月７日（オンライン） 

 

（２）自立生活援助事業 

  ①自立生活援助サービス契約者数 ４件 

新規２件 終了１件 

 

  ②請求件数 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

 １ ２ ２ ２ ２ １ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

 １ １ ２ ３ ３ ３ 

 

  ③研修等 

   サービス管理責任者等更新研修 令和３年１２月１７日 

   （オンライン） 
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Ⅲ-10 鶴ヶ島市障害者基幹相談支援センター （鶴ヶ島市受託事業） 

 地域における相談支援の中核的な役割を担う機関として鶴ヶ島市障害者基幹相談支援

センターを設置し、地域の相談支援の向上を図り、障がい者及び障がい児並びにその保

護者等の地域における生活を支援し、障がい者の自立と社会参加の促進を図ります。 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）個別相談 

  地域で生活をする障がい 

 者及び障がい児並びにその 

 保護者等から、生活全般の相 

 談や就労に関する相談を受 

 けるとともに、当事者と解決 

 方法の検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（1）】 

（１）個別相談 

①－１生活相談実績 

 身体 

障がい 

重症心身 

障がい 

知的 

障がい 

精神 

障がい 

障がい者 ５ １ ２５ ４８ 

障がい児 ０ ０ １ ２ 

計 ５ １ ２６ ５０ 

 

 発達 

障がい 

高次脳機

能障がい 

その他 実人数 

障がい者 １ ０ ５ ８５ 

障がい児 ０ ０ ０ ３ 

計 １ ０ ５ ８８ 

 

①－２支援方法 

支援方法 訪問 来所相談 同行 電話等 

件数 ２５８ ４０３ ７２ ３５２ 

支援方法 個別支援 

会議 

関係機関 その他 合計 

件数 ３２ １ ２５１ １，３６９ 

 

②障害者就労支援実績 

 身体 

障がい 

知的 

障がい 

精神 

障がい 

その他 合計 

登録者数 １４ ５８ ６５ ０ １３７ 

就労者数 ８ ５０ ４６ ０ １０４ 
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（２）地域支援 

  市内の指定特定相談支援 

 事業所及び指定障害児相談 

 支援事業所との連携を図る 

 ため、相談支援連絡会議の開 

 催や事業所巡回等を行い、地 

 域の相談支援専門員の人材 

 育成を図ります。 

  ①相談支援連絡会議（年 

   １２回） 

  ②事業所巡回（年９回） 

 

（３）障害者支援協議会 

  鶴ヶ島市主催の障害者支 

 援協議会の運営に協力し、障 

 がい者及び障がい児並びに 

 その保護者等の住み良いま 

 ちづくりを目指します。 

  ①全体会（年２回） 

  ②各部会（年２～３回） 

 

（４）普及・啓発等 

  教育や医療などの関係機 

 関等と連携を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域支援 

  ①相談支援連絡会議：１２回（うち２回は書面にて実施） 

  ②事業所巡回：９回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）障害者支援協議会 

  ①全体会：２回 

  ②くらし部会：２回 

   まちづくり部会：１回 

   就労継続支援Ｂ型事業所連絡会：１回 

  ③事務局会議：５回 

 

 

 

（４）普及・啓発等 

①研修参加・スキルアップ等 

 

 延実施回数 

所内での事例検討・スーパービジョン等   ４６回 

制度・政策等に関するもの    ６回 

相談支援スキルの向上に関するもの    ８回 

②地域支援・普及啓発等 

 

 延実施回数 

他機関会議・技術協力等    ７回 

相談支援に関する研修の開催    ７回 

事業所視察・研修生等受入    ３回 
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Ⅲ-11 鶴ヶ島市生活困窮者自立相談支援センター（鶴ヶ島市受託事業） 

 生活困窮者ひとりひとりに応じた包括的な相談支援やそれを支える地域の基盤整備

（関係機関・地域のネットワークづくり、職場や活動の場の開拓等）を行うため、鶴ヶ

島市生活困窮者自立相談支援センター（生活困窮者自立相談支援事業、就労準備支援事

業、家計相談支援事業、被保護者就労支援事業、被保護者就労準備支援事業）を設置・運

営します。 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）生活困窮者自立相談支 

  援事業に関する業務 

  経済的な問題や社会的に 

 孤立している状態の方の自 

 立した生活につながるよう 

 に伴奏型の支援を行います。 

 

（２）生活困窮者自立支援法 

  第２条第３項に規定 

  する生活困窮者住居 

  確保給付金の支給事 

  業に関する業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）家計改善支援事業に関 

  する業務 

 

 

 

 

 

 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 2-（2）】 

（１）生活困窮者自立相談支援事業に関する業務 

  ①新規相談受付／２７５人 

  ②本人特定のみ（本人同意あり）／２２５人 

  ③支援決定・確認件数（再プラン含む）／５６件 

 

 

（２）アウトリーチ支援 活動実績 

  ①登録者数／２８人 

  ②支援方法（延べ）／４２４件（電話１１３件、面接９７件 

   他） 

  ③相談者の内訳／本人３０８人、親５０人、関係機関６３人 

  ④支援件数 

   ・個別支援／４５２件 

    （助言・情報提供３２９件、関係づくり２９件他） 

   ・地域支援／６２件 

    （広報・普及啓発２９件、居場所づくり１３件他） 

  ⑤その他／鶴ヶ島市ひきこもりに係る相談支援連絡会議 

     開催／２回 

     講師派遣／１回 

（３）就労支援 活動実績 

  ①生活困窮者就労支援  ・・・登録者   ２９人 

                相談件数 ３２０件（延べ） 

                就労者数  １５人 

  ②被保護者就労支援事業 ・・・登録者   １７人 

                相談件数 ２５５件（延べ） 

                就労者数  １２人 

  ③生活困窮者就労準備支援・・・登録者   ５人 

                相談件数  ４４件（延べ） 
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（４）被保護者就労支援事業 

  に関する業務 

 

 

 

 

 

 

（５）鶴ヶ島市就労支援事業 

  に関する業務 

  生活困窮者就労準備支援 

 事業ならびに被保護者就労 

 準備支援事業に関する業務 

 を行います。 

（６）事業周知のための取り 

  組み 

 

               就労者数   ０人 

  ④被保護者就労準備支援 ・・・登録者   ２２人 

               相談件数 ２６１件（延べ） 

               就労者数   ４人 

  ⑤企業開拓          連携企業  ３８社 

               （うち新規企業 １３社） 

 

（４）会議等の開催・啓発・事業 

・支援調整会議：１２回（緊急事態宣言中は書面開催） 

 ・その他事業説明や連携会議への出席：８回 

 ・他機関開催の調整会議等への出席：１７回 

（要保護児童対策地域協議会含む） 

 ・埼玉県あんしんセーフティネット事業連絡会議 

 ・視察対応：３回 

 

（５）研修・人材育成 

・所内での事例検討・スーパービジョン ２時間/週 

・所外研修への派遣（オンライン等） 

  埼玉県主催相談支援機関研修 

（アウトリーチ支援・就労準備支援含む） 

埼玉県社会福祉協議会主催研修 

埼玉県あんしんセーフティネット相談員研修 

埼玉県精神保健福祉センター ＣＲＡＦＴグループ 

 

 

【事業の成果及び課題】 

＜成果＞ 

・生活困窮状態にある方への相談支援の実施。 

・２年以上に渡る新型コロナウイルスの影響による失業、減収者 

 への住居確保給付金や生活福祉資金貸付に関連する相談支援 

 への対応により生活の安定を図る。 

・事業受託２年目となるアウトリート支援における、ひきこもり 

 状態にある方への個別相談支援の実施。 

・鶴ヶ島市が主催する「鶴ヶ島市ひきこもりに係る相談・支援連 

 絡会議」への協力。 

・鶴ヶ島市にお住いのひきこもり状態にある方の家族支援とし 

 て当センターが主催したＣＲＡＦＴの実施。 
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・マロウドの会定例会への出席。 

・就労準備支援事業で実施している農業活動の参加率の上昇。 

 

＜課題＞ 

・新型コロナウイルスの影響等により増加した相談者に対する 

 就労の場の確保。 

・困難な状態にある方に対応する相談員のスキルアップ。 

・就労準備支援の活動メニューの検討。 

・生活困窮状態にある方の関係者の理解。 
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Ⅲ-12 障害者喫茶コーナー運営事業（鶴ヶ島市補助事業）  

 障がい者と市民の交流の場、また障がい者の就労の場として、喫茶コーナーを運営

し、自立支援と社会参加を支援します。 

事業計画・概要 事業実施状況 

 

（１）設置場所 

 

 

（２）営業時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）スタッフ 

 

 

（４）その他 

 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（2）】 

（１）設置場所 

  市役所 ６階喫茶コーナー 

 

（２）営業時間 

  午前９時～午後４時３０分 

（休日 土曜・日曜・祝日・市庁舎休業日） 

・夏休み 令和３年８月７日～８月１５日まで 

・年末年始休業 令和３年１２月２５日～ 

              令和４年１月５日まで 

・緊急事態宣言に伴う営業時間の変更 

令和３年７月２７日～９月３０日まで 

 

（３）スタッフ（障がい者） 

  ３人（４月まで） ２人（５月より） 

 

（４）その他 

  支援員 ２人 

 

（５）新メニューの開発と提供 

  ４月  春セット 

  ７～８月 市制施行３０周年記念特別企画メニュー 

  １０月  ハロウィーンセット 

  １２月  クリスマスセット 

  ※その他、期間限定メニューの販売を実施 

 

【事業の成果及び今後の課題】 

＜成果＞ 

・市制施行３０周年記念品（エコバック・トートバック）

の販売と３０周年記念特別企画メニューの販売を実施し

た。 
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・季節のメニューや期間限定メニューを販売してバリエー

ションを増やすような工夫をしている。 

＜課題＞ 

・令和３年度も様々なイベントが中止となったため、スタ

ッフの活動の場が狭まってしまっている。 

・スタッフ（障がい者）１名が退職となり、また他のスタッ

フも生活状況の変化が出ている。 

・原材料費の高騰に伴い仕入れ価格が値上がりをしている

が、価格は据え置きとするための工夫をしていく必要が

ある。 
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Ⅲ-13 福祉サービス利用援助事業（埼玉県社会福祉協議会受託事業） 

 判断能力に不安がある人などが安心して生活が送れるよう定期的な訪問を行い、福祉

サービスの利用支援や日常的な金銭管理を支援します。また、市民後見人養成講座の修

了者には生活支援員として実践の活動の場を提供します。 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）基本サービス  

  ①福祉サービス利用援助 

  （契約締結予定者２２人） 

 

（２）選択サービス  

 ①日常生活上の手続き援助 

 ②日常的金銭管理 

 ③書類等預かりサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）生活支援員への活動支 

  援 

【地域福祉活動計画 基本目標 2-（5）】 

（１）基本サービス 

（２）選択サービス 

 専門員による相談援助 

対象 認知症 高

齢者 

知 的障 が

い者 

精 神障 が

い者 

不明・その

他 

件数 ６７６ ５１ １９５   ０ 

合計 ９２２件 

 生活支援員による活動 

対象 認知症 高

齢者 

知 的障 が

い者 

精 神障 が

い者 

不明・その

他 

件数 ９１ ４ ３６ ０ 

合計 １３１件 

 契約実績 

対象 前年度 末

契約者 

新規 解約 ３ 月末契

約者 

認 知症高

齢者 

１６ ２ ４ １４ 

知 的障が

い者 

２ ０ １ １ 

精 神障が

い者 

４ ０ ０ ４ 

その他 ０ ０ ０ ０ 

合計 ２２ ２ ５ １９ 

 

（３）生活支援員への活動支援 

  ①生活支援員の配置 ９人（法人後見事業で委嘱している 

   者６人を含む） 

  ②生活支援員研修会の実施 なし 
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Ⅲ-14 法人後見事業（鶴ヶ島市補助事業） 

 権利擁護支援センターにおいて、地域の中で成年後見が必要でありながら、制度の利用

に結びつかない方にも財産や権利が守れるよう、社会福祉協議会が後見人等の受任を行い

ます。また、市民後見人養成講座の修了者に後見支援員として法人後見の事務補助を行っ

ていただき、自立した市民後見人を目指して知識や経験を習得する場を提供します。 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）法人後見事 

   業 

  法人後見運営 

 委員会の開催 

 （年５回程度） 

 受任予定者 

   １１人 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 2-（5）】 

（１）法人後見事業 

法人後見相談・支援方法 （件数） 

電話 訪問 来所 同行 個別指導 関係機関 その他  計 

９２ ５８ ３２ ３ ３ １１７ ６４ ３６９ 

 

法人後見相談・内容及び対応 （内訳） 

相談・対応内容 件 数 

身上監護に関すること １７４ 

財産管理に関すること ６３ 

事務に関すること ８３ 

その他 ４９ 

合 計 ３６９ 

 

  ①法人後見運営委員会の開催 

   権利擁護支援センター運営委員会 

    全６回 

    内容 事業実施状況報告、受任者個別ケース、 

       新規受任検討ケースについて 

 

  ②法人後見事業 

   継続受任９件（後見類型６、保佐類型２、補助類型１） 

    新規受任     １件（後見類型） 

    受任審査中案件  １件（後見類型） 

    後見終了     １件（保佐類型） 

    合  計     ９件 
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  ③後見支援員への活動支援 

   講座・研修会の情報提供 

   権利擁護支援従事者研修会（主催 全国権利擁護支援ネットワーク） 

   期日 令和３年９月３日（オンライン開催） 

 

  ④家庭裁判所への報告・相談 

   ア 法人後見業務の報告 

   イ 後見業務を行うにあたっての相談等 
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Ⅲ-15 市民後見人等養成事業（鶴ヶ島市受託事業） 

 市民が後見人等を受任し、財産管理や身上監護を行う市民後見人を養成し、活動を支

援します。また、市民後見人養成講座を開講します。また、修了者等へのフォローアッ

プとなる研修を実施します。 

 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）市民後見人養成講座 

  （実践編）の開催（年 

  ４回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）市民後見人フォローア 

  ップ研修会の開催（年 

  ２回） 

【地域福祉活動計画 基本目標 2-（5）】 

（１）市民後見人養成講座（実践編）の開催 

   受講者 １３人 

  ①期日 令和３年５月２２日 

   内容 成年後見の実務①・② 

   講師 司法書士 杉田裕介 氏 

 

  ②期日 令和３年５月２９日 

   内容 成年後見の実務③・④ 

   講師 司法書士 杉田裕介 氏 

 

  ③期日 令和３年６月５日 

   内容 対人援助の基礎 

   講師 臨床心理士・公認心理士 森村美樹 氏 

 

  ④期日 令和３年６月１３日 

   内容 成年後見制度講演会 

   講師 弁護士 佐藤彰一 氏 

 

（２）市民後見人フォローアップ研修会の開催 

  ①期日 令和４年２月１日 

   内容 実務から学ぶ後見活動 

   講師 ふたば社会福祉士事務所 近内晴美 氏 

   人数 １１人 

 

  ②期日 令和４年２月２４日 

   内容 成年後見活動における意思決定支援について 

   講師 日本司法支援センター 水島俊彦 氏 

   人数 ８人 
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Ⅲ-16 

新規 

事業 

成年後見制度利用促進事業（鶴ヶ島市受託事業） 

 権利擁護支援センターで、認知症、知的障がい、精神障がい等により判断能力が十分

でなくなった場合でも、本人の意思決定を尊重した身上保護や財産保護のもと、個人の

尊厳にふさわしい生活を確保できるよう成年後見制度の利用を促進し、地域で安心して

暮らせる環境づくりを推進する。 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）協議会の事務局及び地 

  域連携ネットワーク 

  地域での総合的な権利擁 

 護支援のネットワークを作 

 るために、権利擁護センター 

 が中核機関となり、判断能力 

 が不十分な方を支える地域 

 作りを行っていきます。 

  ①協議会（年２回） 

  ②ネットワーク研修会 

   （年２回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）広報業務 

 

 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 2-（5）】 

（１）協議会の事務局及び地域連携ネットワーク 

  ①協議会 

   第１回 

    期日 令和３年４月２０日 

    内容 令和３年事業計画など 

 

   第２回 

    期日 令和４年１２月２１日 

    内容 状況報告、地域連携ネットワーク、次年度事業計 

       画案 

 

  ②地域連携ネットワーク 

   研修会 

    期日 令和４年２月２日 

    内容 本人情報シートの活用 

        ～単独支援からチーム支援～ 

    講師 東京国際大学 齋藤敏靖 氏 

    人数 ７人 

 

   学習会 

    期日 令和４年２月１７日 

    内容 グループワークからチーム作りと連携を学ぶ 

       スーパーバイザー 東京国際大学 齋藤敏靖氏 

    人数 ４人 

 

（２）広報業務 

  ①市広報誌に掲載 

  ②社会福祉協議会広報に掲載 

  ③社会福祉協議会ホームページ掲載 など 
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（３）相談業務 

  地域の中の権利擁護の課 

 題に関する相談を早期に対 

 応し必要な支援に適切につ 

 ないでいきます。 

（４）成年後見制度利用促進 

  業務 

  成年後見制度の適切利用 

 や申立てに関わる支援、後見 

 人の養成・活動の支援を行い 

 ます。 

 

 

 

 

 

（３）相談業務 

  相談人数 ４２人 

 

 

 

（４）成年後見制度利用促進業務 

 

相談対応件数 電話 ３５ 

来所 ４１ 

訪問 ３７ 

文書 ０ 

市または包括からの引継ぎ ０ 

その他 ２ 

合計 １１５ 

 

延べ対応相

談対応件数 

成年後見制度（制度について） ４５ 

 成年後見制度（申し立てについて） １６ 

成年後見制度（後見人について） ０ 

日常生活自立支援事業 ４９ 

法人後見 ０ 

市民後見 ０ 

日常生活自立支援事業から後見制

度の移行 

３ 

その他 ２ 

合計 １１５ 
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Ⅲ-18 

新規事業 

葬儀信託事業(仮)に向けた検討 

 単身で身寄りがない判断能力がある人に対し、医療・福祉制度等を利用する上で想定

される問題についての相談及び援助を実施するとともに、死後の事務手続等について

対応することで、安心して自立した地域生活が送れるようにする事業実施に向けて検

討を行います。 

事業計画・概要 事業実施状況 

 

（１）想定される支援内容や 

  サービス 

 

（１）想定される支援内容やサービス 

  ・電話又は訪問による定期安否確認 

  ・施設入所、病院への入院時支援 

  ・葬儀，埋葬の執り行い 

  ・死亡後の事務手続 

  ・預託金による葬儀・埋葬費用、医療費、施設利用料、家財 

   処分料等の支払等 

 

   先進社協事例の調査と事業化に向けた課題整理 

 

 

Ⅲ-17 葬祭事業 

 葬祭に関する不安等の相談に応じるとともに、安心な費用で利用することができる葬

祭事業を行います。 

事業計画・概要 事業実施状況 

 葬祭費用の負担を少しでも

軽減し、市民のみなさまが安

心して暮らすことができるよ

う葬祭事業を実施していま

す。 

（１）社会福祉協議会 

   葬祭３つの安心 

  ①安心のサービス 

  ②安心の費用 

  ③安心の内容と品質 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（1）】 

 

〇社協葬祭事業実施件数 

プラン 10 プラン 20 プラン 30 プラン 40 合計 

２ １ ０ ２ ５ 
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Ⅳ-1 

Ⅳ-2 

共同募金運動の推進事業（埼玉県共同募金会鶴ヶ島市支会） 

 共同募金運動にかかわる市民、団体、事業所等と協力をしながら、「自分のまちを良

くするしくみ」としての共同募金運動を実施します。 

事業計画・概要 事業実施状況 

 

 

（１）共同募金運動の 

  実施期間 

 

 

 

 

（２）共同募金運動の 

  実施 

 埼玉県共同募金会鶴 

ヶ島市支会において、共 

同募金運動にかかわる 

市民、団体、事業所等と 

協力をしながら、「自分 

のまちを良くするしく 

み」としての共同募金運 

動を実施します。 

 

【目標】 

赤い羽根募金額目標額 

 ６，４０１，０００円 

歳末たすけあい募金 

 ２，９７１，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（1）】 

１ 第７４回共同募金運動の実施 

（１）運動期間 

①赤い羽根募金 

          令和３年１０月１日～令和４年 ３月３１日 

②地域歳末たすけあい募金 

          令和３年１２月１日～令和３年１２月３１日 

 

（２）募金目標額 

 種 別 目標額 

埼玉県 赤い羽根募金 ６８２，０００，０００円 

地域歳末たすけあい募金 ３０４，３７０，０００円 

鶴ヶ島市 赤い羽根募金 ６，４０１，０００円 

地域歳末たすけあい募金 ２，９７１，０００円 

※募金目標額・・共同募金は、埼玉県共同募金会が地域の福祉のニー

ズを受け付け、募金を行う計画募金であり、助成計

画に基づいて目標額を設定しています。 

 

２ 募金実績（鶴ヶ島市） 

募金種別 赤い羽根募金 地域歳末たすけあい募金 

戸 別 募 金 ２，５７２，４９８円 ２，５００，０２３円 

その他募金 ４６２，２９４円 １，０００円 

合 計 ３，０３４，７９２円 ２，５０１，０２３円 

目標額に対する

達成率 
４７．４％ ８４．２％ 

 

３ 災害義援金実績（鶴ヶ島市） 

名称 送金先 期間 累計金額 

令和２年７月豪雨

災害義援金 
各被災県 

令和２年７月１３日～ 

 令和３年３月３１日 
３６７円 
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令和３年７月豪雨

災害義援金 
各被災県 

令３年７月１９日～ 

 令和４年３月３１日 
３，２２７円 

 

４ 募金活動協力者・団体 

（１）戸別募金（赤い羽根募金、地域歳末たすけあい募金） 

自治会に協力をいただき、福祉委員を通じて各世帯に募金の協力

をお願いした。 

 

①第２回福祉委員会議 

  日時：令和３年１０月１５日 

  場所：西市民センター 

  場所：大橋市民センター 

 

内容 説明事項１ 共同募金運動の成り立ちとしくみについて動 

         画視聴 

   説明事項２ 赤い羽根募金と地域歳末たすけあい募金の集 

         金方法 

 

   日時：令和３年１０月１６日 

   場所：東市民センター 

   場所：市役所１階会議室 

 

内容 説明事項１ 共同募金運動の成り立ちとしくみについて動 

         画視聴 

   説明事項２ 赤い羽根募金と地域歳末たすけあい募金の集 

         金方法 

 

（２）街頭募金（赤い羽根募金） 

 市内各団体の奉仕活動として、駅前や店頭等での募金活動の協力 

を依頼した。 

 

①日時：令和３年１０月５日 

 場所：東武東上線鶴ヶ島駅・若葉駅・坂戸駅、 

協力：鶴ヶ島市社会福祉協議会役職員、（１５人） 

 

②日時：令和３年１０月２９日 

 場所：ワカバウォーク、ヤオコー若葉駅西口店、ベルクすねお 
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    り店 

 協力：鶴ヶ島市赤十字奉仕団（１０人） 

       鶴ヶ島市社会福祉協議会役職員（３人） 

 

③日時：令和３年１１月１日 

場所：ワカバウォーク、東武東上線若葉駅西口 

協力：理事、鶴ヶ島市社会福祉協議会役職員（８人） 

 

④期日：令和３年１１月２６日 

場所：ワカバウォーク、ベルクすねおり店、ベルク鶴ヶ丘店、 

カインズ鶴ヶ島店 

協力：民生委員・児童委員連絡協議会（１７人） 

（順不同・敬称略） 

 

（３）学校募金（赤い羽根募金） 

   ・市内の小・中学校、高等学校に、福祉教育の一環として、児童・ 

    生徒の自発的な募金活動への参加について協力をお願いした。 

     鶴ヶ島第一小学校、鶴ヶ島第二小学校、長久保小学校、栄小学 

     校、新町小学校、藤小学校、南小学校、鶴ヶ島中学校、藤中学 

     校、富士見中学校、西中学校、南中学校、鶴ヶ島清風高等学校 

（順不同・敬称略） 

 ・学校へ訪問し、共同募金についての事前学習のサポートを行った。 

   ①日時：令和３年１２月２日 

    場所：藤小学校 

    参加：藤小学校ボランティア委員会 

 

（４）職域募金（赤い羽根募金） 

  行政、福祉関係者・団体等の職域に、クオカード及び図書カード等の 

 資材を活用しながら、協力をお願いした。 

  資材：図書カード １０９枚、クオカード ２００枚、募金バッチ 

     １５１個 

  協力：鶴ヶ島市手話通訳問題研究会「折鶴会」、鶴ヶ島市民生委員・ 

     児童委員連合協議会、北地域支え合い協議会、鶴二地域支え合 

     い協議会、サザン地域支え合い協議会、富士見地域支え合い協 

     議会、さかえ保育園、かもめ保育園、菜の花保育園、教職員、 

     特別養護老人ホーム 鶴ヶ島ほほえみの郷、埼玉縣信用金庫 

     鶴ヶ島支店、埼玉りそな銀行 鶴ヶ島支店、武蔵野銀行 鶴ヶ 
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     島支店、鶴ヶ島市赤十字奉仕団、鶴ヶ島市役所職員、鶴ヶ島市 

     社会福祉協議会役職員、その他、多くの市民の方々 

（順不同・敬称略） 

 

（５）法人募金（１万円以上） 

   （有）鈴幸、（有）岩間工業、 

              （順不同・敬称略） 

 

（６）個人大口募金 

    個人５名、１団体 

 

（７）募金箱の設置、ポスターの掲示、街頭募金実施場所などの協力 

    東武東上線坂戸駅、東武東上線鶴ヶ島駅、東武東上線若葉駅、 

    ワカバウォーク、カインズ鶴ヶ島店、ベルクすねおり店、 

    ヤオコー鶴ヶ島店、ヤオコー若葉駅西口店、特別養護老人ホーム 

    みどりの風、鶴ヶ島、鶴ヶ島市障害者支援ネットワーク協議会、 

    つるがしま中央地域支え合い協議会、ＮＰＯ法人鶴ヶ島第二小 

    学校区地域支え合い協議会、脚折地域支え合い協議会、シルバー 

    人材センター、鶴ヶ島市役所若葉駅前出張所、各地域包括支援セ 

    ンター、各保育園、各幼稚園 

（順不同・敬称略） 

 

５ 埼玉県共同募金会鶴ヶ島市支会理事会 

 ①第１回支会理事会 

 日時：令和３年４月２８日 

 出席：理事８人、監事１人 

 内容：議案第１号 社会福祉法人埼玉県共同募金会理事選任候補 

          者の推薦について 

    議案第２号 令和３年度社会福祉法人埼玉県共同募金会鶴 

          ヶ島市支会会計補正予算(第１号)について 

 

 ②第２回支会理事会 

 日時：令和３年５月１３日 

  出席：理事８人、監事１人 

  内容：議案第１号 社会福祉法人埼玉県共同募金会鶴ヶ島市支会 

           理事の選任について 

     議案第２号 社会福祉法人埼玉県共同募金会鶴ヶ島市支 
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           会監事の選任について 

     議案第３号 令和３年度社会福祉法人埼玉県共同募金会 

           鶴ヶ島市支会 事業報告の承認について 

     議案第４号 令和３年度社会福祉法人埼玉県共同募金会 

            鶴ヶ島市支会会計決算の承認について 

 

 ③第３回支会理事会 

日時： 令和３年５月２８日 

出席：理事９人、監事１人 

内容 議案第１号 社会福祉法人埼玉県共同募金会鶴ヶ島市支会 

         支会長の選任について 

   議案第２号 社会福祉法人埼玉県共同募金会鶴ヶ島市支会 

         副支会長の選任について 

   議案第３号 令和３年度社会福祉法人埼玉県共同募金会鶴 

         ヶ島市支会会計補正予算（第２号）について 

 

④第４回支会理事会 

 日時：令和４年３月２２日 

 出席：理事８人、監事２人 

 内容 議案第１号 令和４年度社会福祉法人埼玉県共同募金会鶴 

          ヶ島市支会 事業計画について 

    議案第２号 令和４年度社会福祉法人埼玉県共同募金会 

          鶴ヶ島市支会社会福祉事業会計予算について 
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Ⅴ 

 

鶴ヶ島市赤十字奉仕団活動の推進（鶴ヶ島市補助事業） 

事業計画・概要 事業実施状況 

（１）鶴ヶ島市赤十字奉仕団 

  事務局 

  鶴ヶ島市赤十字奉仕団事 

 務局を運営します。 

  また、日本赤十字社の基本 

 原則である「人道と博愛の精 

 神」に則り、さまざまな奉仕 

 活動を実施していきます。 

  ①総会の開催（年１回） 

  ②役員会の開催 

  ③社会福祉奉仕活動の 

    実施 

   ア 特別養護老人ホー 

     ム奉仕活動（年１０ 

     回） 

   イ 縫製作業（全体・自 

     主）（年２回） 

   ウ 献血奉仕活動（年３ 

     回） 

   エ 防災訓練等への参 

     加協力（年２回） 

  ④普及・啓発 

  ⑤日本赤十字社奉仕功労 

   表彰 

  ⑥研修等への参加・企画 

【地域福祉活動計画 基本目標 1-（4）】 

（１）鶴ヶ島市赤十字奉仕団事務局 

  ①総会の開催 

   主な内容 令和３年度事業報告の承認 など 

   ※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から 

    書面による議決、役員による縮小総会 

  ②役員会の開催（臨時含む） ８回 延べ６３人 

  ③社会福祉奉仕活動の実施 

   ア 特別養護老人ホーム奉仕活動 １４回 

   イ 縫製作業（自主） 延べ８人 製品数３００個 

    ・牛乳パックで作る足置き台 ３回 延べ２０人 

    ・ランプシェード ２回  延べ１８人 

   ウ 献血奉仕活動  ４回  延べ１４人 

   エ 防災訓練等への参加協力 実施なし 

   オ 青少年赤十字の普及、育成に関する活動 

    ・彩の国ボランティア体験プログラム「防災チェックシ 

     ート」 

    ※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点か 

     ら「ミニ炊き出し体験」、「応急手当講座」は中止 

   カ その他依頼事業 

    ・日本赤十字社埼玉県支部地区分区事務担当者研修会で 

     の実践報告 令和３年１１月 

    ・日本赤十字社埼玉県支部「食べる支援プロジェクト」

お茶の水女子大学大学院インタビューの依頼 

     令和４年１月 

  ④普及・啓発 

  ・つるがしま市役所朝市参加による奉仕団ＰＲ活動  ４回 

  ・鶴ヶ島市庁舎内ロビー販売会による奉仕団ＰＲ活動 ２回 

  ⑤日本赤十字社奉仕功労表彰 

   銀枠感謝状 ３人 金枠感謝状１人 

  ⑥研修等への参加・企画 

   ・基礎研修参加 ３人  ・連絡調整会参加 ２人 
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【事業の成果及び今後の課題】 

＜成果＞ 

・新型コロナウイルス感染症対策での活動として、牛乳パックの

足置き台製作やオンライン（Zoom）を使用した事務局会議への参

加や「食べる支援プロジェクト」への協力参加など新しい取り組

みができ、その活動が日本赤十字社や日本赤十字社埼玉県支部の

刊行物等に掲載され、鶴ヶ島市民に寄り添う奉仕活動が評価され

た。 

＜課題＞ 

・全団員が何かに参加してくれること、団の奉仕活動に興味が持

てるように工夫をし、奉仕団として誇りを持てるように検討する

必要がある。 

・団員の高齢化により可能な活動が狭まっているため、若年者の

団員を増やせるよう工夫が必要である。 

 

 


